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一
、
歴
史
的
背
景
の
概
略

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
法
は
早
く
に
は
16
世
紀
に
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
中
南
米
の
植
民
地
に
も
た
ら
し
、
後
に
独
立
し
た
中
南
米
の
国
家
は
、

今
な
お
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
の
民
法
を
施
行
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
体
は
一
八
〇
四
年
に
初
め
て
の
近
代
的
民
法
典
が
誕
生
し
た
。

即
ち
私
有
財
産
権
の
絶
対
、
契
約
の
自
由
、
過
失
責
任
と
い
う
民
法
の
三
大
原
則
を
採
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
、
オ

ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
等
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
が
次
々
と
自
国
の
民
法
典
を
制
定
し
、
ド
イ
ツ
も
ま
た
か
な
り
遅
れ
て

一
九
〇
〇
年
に
近
代
的
民
法
典
を
制
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
国
家
に
属
す
る
民
法
を
、
こ
こ
で
は
ま
と
め
て｢

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
民
法｣

と
呼
び

(
ま
た
は

｢

西
欧
民
法｣)

、
同
じ
く
近
代
西
洋
文
明
に
属
す
る
が
、
法
典
化
を
経
な
い
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を

主
と
す
る

｢

英
米
民
法｣

と
対
置
す
る
。
一
九
世
紀
の
西
洋
の
勢
力
の
拡
張
に
と
も
な
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
と
英
米
民
法
は
同

時
に
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
地
で
展
開
さ
れ
、
そ
こ
に
は
台
湾
へ
の
法
の
輸
出
も
含
ま
れ
る

(

１)

。

一
九
世
紀
の
後
半
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
を
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
各
植
民
地
、
例
え
ば
今
の
ベ
ト
ナ
ム
に

施
行
し
、
ま
た
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
を
引
き
金
に
、
日
本
、
タ
イ
、
中
国
等
の
ア
ジ
ア
の
国
家
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
の
継
受
を
促

し
た
。
間
接
的
に
日
本
が
継
受
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
を
継
受
し
た
地
域
を
、
旧
日
本
帝
国

の
植
民
地
、
台
湾
、
朝
鮮
等
に
も
広
げ
さ
え
し
た
。
し
か
し
第
二
次
大
戦
の
後
の
脱
植
民
地
潮
流
の
中
で
、
台
湾
は
朝
鮮
と
異
な
り
、

独
立
せ
ず
本
国
の
法
制
を
受
け
た
。
ま
た
も
現
地
の
人
に
よ
る
政
府
で
は
な
く
、
民
国
時
代
の
中
国

(

一
九
一
一
―
一
九
四
九)

よ
り

来
た
国
民
党
政
権
が
、
中
国
の
法
律
で
統
治
し
た
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
台
湾
は
日
本
と
中
国
の
法
制
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法

を
継
受
し
た
た
め
、
多
く
の
西
洋
法
を
継
受
し
た
国
家
の
中
で
明
ら
か
な
独
自
性
を
持
つ

(

２)

。

同
様
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
を
継
受
し
た
国
家
で
も
、
異
な
る
歴
史
的
な
発
展
の
道
筋
を
辿
る
の
で
、
規
範
内
容
に
各
々
特
色
が
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あ
り
、
台
湾
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
台
湾
は
一
八
九
五
年
に
日
本
の
植
民
地
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
の
継
受
を
始
め
る
。
し

か
し
台
湾
人
の
抗
日
武
装
勢
力
は
日
本
当
局
に

｢

特
別
統
治｣

政
策
を
と
ら
せ
た
た
め
、
一
九
二
三
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
台
湾
は
大

幅
に
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
を
施
行
し
た
。
一
九
四
五
年
に
民
国
時
代
の
中
国
政
府
は
台
湾
を
接
収
し
た
後
、
直
ち
に
中
国

が
一
九
二
九
―
一
九
三
〇
年
に
制
定
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
を
施
行
し
た
。
し
か
し
一
九
四
九
年
に
中
国
が
現
在
の
共
産
党
政

府
の
統
治
に
変
わ
っ
た
際
、
民
国
中
国
で
政
権
を
執
っ
た
国
民
党
は
、
同
年
一
二
月
九
日
か
ら
は
、
実
際
上
台
湾
の
み

(

も
と
中
国
の

福
建
に
属
す
る
金
門
、
馬
祖
の
二
つ
の
小
島
を
含
む)

を
領
域
と
し
て
国
政
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
法
律
上
は
依
然
と
し
て
民
国
時
代

の
中
国
の
国
家
名
称
―
中
華
民
国
―
と
領
土
を
維
持
し
、
台
湾
を
一
つ
の
事
実
上
の
主
権
国
家
と
し
た

(

３)

。
こ
の
た
め
台
湾
は
現
在
の
中

国

(

中
華
人
民
共
和
国)

の
民
法
を
施
行
し
た
こ
と
は
な
く
、
一
九
四
五
年
に
国
民
党
政
権
に
接
収
さ
れ
た
時
よ
り
常
に
民
国
時
代
の

中
国
の

｢

中
華
民
国
民
法｣

を
施
行
し
て
き
た
。

こ
の
中
華
民
国
民
法
の
規
範
内
容
は
一
九
五
〇
年
か
ら
今
日
ま
で
、
常
に
台
湾
の
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
の
発
展
に
随
っ
て
変

遷
し
、｢

中
華
民
国
法
の
台
湾
化｣

の
一
部
分
を
構
成
す
る
の
で

(

４)

、
ゆ
え
に

｢

台
湾
民
法｣

と
呼
ん
で
よ
い
。
台
湾
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

陸
式
民
法
は
も
と
も
と
中
国
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
が
、
し
か
し
現
実
上
の
規
範
の
対
象
は
、
大
多
数
の
時
間

(

一
九
五
〇
年
か
ら
現

在
ま
で)

台
湾
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
中
国
の
人
民
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
独
特
の
状
況
下
に
あ
っ
て
、
台
湾
人
民
が
如
何
に

多
く
の
政
治
的
力
と
法
律
文
明
の
衝
撃
の
下
、
自
主
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
を
基
本
枠
組
み
と
す
る
現
代
民
法
を
作
り
出
し
た
か

と
い
う
こ
と
は

(

５)

、
ま
さ
に
台
湾
に
つ
い
て
語
る
中
で
最
も
人
々
を
魅
了
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
概
念
で
台
湾
人
の
民
事
慣
習
法
を
構
築
し
た
時
代

(

一
八
九
五
―
一
九
二
二)

一
九
世
紀
末
の
一
八
九
五
年
に
朝
鮮
人
民
と
異
な
り
、
台
湾
人
民
は
主
権
国
家
の
地
位
で
法
律
の
近
代
化
を
進
め
た
こ
と
の
な
い
段

論 説
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階
で
、
東
ア
ジ
ア
で
最
初
に
近
代
化
し
た
日
本
帝
国
に
よ
り
国
際
条
約
と
軍
事
征
服
で
統
治
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
日
本
統
治

の
初
期
、
日
本
人
を

｢

他
者｣

と
し
て
徐
々
に

｢

台
湾
人｣

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
た
台
湾
漢
民
族
は
、
民
間
武
力
で
激
し

く
日
本
の
正
規
軍
に
対
抗
し
、
日
本
政
府
に
台
湾
人
は
種
族
文
化
に
お
い
て
、
確
か
に
日
本
人
と
は
隔
た
り
が
あ
る
と
理
解
さ
せ
た
。

し
た
が
っ
て
西
洋
列
強
の
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
植
民
地
の
法
制
度
設
計
に
な
ら
い
、
台
湾
で
は
日
本
の
内
地
と
全
く
同
じ
と
は
言
え
な

い
特
別
な
法
制
度
を
一
揃
い
作
り
上
げ
た

(

６)

。

台
湾
に
特
別
な
法
制
を
施
行
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
日
本
帝
国
政
府
は
漢
民
族
の
法
伝
統
に
由
来
す
る
台
湾
人
の
慣
習
を
、
民

事
事
項
を
処
理
す
る
準
拠
法
と
し
た
。
台
湾
総
督
府
は
ま
ず
一
八
九
五
年
一
一
月
に
軍
事
命
令
で

｢

台
湾
住
民
民
事
訴
訟
令｣

を
公
布

し
、
そ
の
第
二
条
が
次
の
よ
う
に
定
め
た
。｢

裁
判
官
は
地
方
の
慣
例
と
法
理
に
従
い
訴
訟
を
審
判
す
る｣

。
日
本
の
民
法
典
は
一
八
九

八
年
七
月
一
六
日
施
行
だ
が
、
台
湾
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
台
湾
の
民
商
事
項
は
、
台
湾
総
督
が
天
皇
の
勅
裁
を
経
て
発
布
し
、

台
湾
で
法
律
と
同
じ
効
力
を
も
つ
律
令
(
一
八
九
六
年
の
法
律
第
六
三
号
を
参
照)

で
規
範
化
さ
れ
た
。
同
じ
く
一
八
九
八
年
七
月
一

六
日
発
布
の
律
令
第
八
号
と
第
九
号
か
ら
は
、
二
点
導
き
う
る
。
�
日
本
人
と
清
国
人
以
外
の
外
国
人
の
民
事
事
項
は
日
本
の
民
法
典

に
よ
り
、
た
だ
土
地
の
権
利
に
関
し
て
は
旧
慣
に
よ
る
。
�
台
湾
人
と
清
国
人
の
み
に
及
ぶ
民
事
事
項
は
、
旧
慣
に
よ
る
。
こ
の
規
範

モ
デ
ル
は
一
九
〇
八
年
八
月
に
律
令
と
し
て
発
布
す
る

｢
台
湾
民
事
令｣

が
踏
襲
し
、
そ
の
ま
ま
一
九
二
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
施

行
さ
れ
た

(

７)

。
台
湾
の
人
口
中
台
湾
人
が
絶
対
多
数
を
占
め
た
の
で
、
実
際
上
台
湾
の
民
事
事
項
の
大
多
数
は

｢

旧
慣
に
よ
る｣

で
あ
っ

た
。
注
意
す
べ
き
は
、
上
述
の
法
律
上
称
す
る

｢

台
湾
人｣
は
、
漢
民
族
文
化
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
高
山
族
原
住
民
を
含
ま
な
い
こ

と
で
あ
る
。
故
に
そ
の
民
事
事
項
は
、
原
則
上
警
察
は
参
酌
す
る
が

｢
依
拠｣

せ
ず
、
原
住
民
の
慣
習
で
判
断
し
た

(

８)

。

台
湾
植
民
地
の
司
法
官
員
・
行
政
官
員
は

｢

旧
慣｣

を
適
用
す
る
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
の
法
律
用
語
と
基
本
概
念
で
注
釈
や

翻
訳
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
日
本
が
台
湾
の
植
民
地
統
治
を
進
め
た
時
は
、
日
本
自
体
は
既
に
明
治
初
期
に
導
入
し
た
フ
ラ
ン
ス

を
主
と
す
る
西
欧
法
学
か
ら
、
一
八
九
〇
年
代
の
近
代
法
典
の
制
定
に
伴
い
、
徐
々
に
国
家
法
の
意
味
を
解
釈
す
る
実
用
の
学
へ
と
発

台湾のヨーロッパ大陸民法の継受について
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展
し
て
お
り
、
且
つ
民
法
学
は
同
時
期
の
ド
イ
ツ
の
概
念
法
学
の
影
響
を
受
け
て
、
一
つ
の
体
系
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た

(

９)

。
上

述
の
如
く
台
湾
で
は
法
律
関
係
が
日
本
人
に
及
ん
だ
時
の
み
日
本
の
民
商
法
典
を
援
用
す
る
の
で
、
日
本
の
民
商
法
典
の
解
釈
に
着
目

す
る
法
学
知
識
が
発
揮
さ
れ
る
空
間
に
は
限
り
が
あ
る
。
し
か
し
前
述
の
条
文
中
の｢

旧
慣｣

の
意
味
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
の
法
律
用
語
と
概
念
を
使
用
す
る
日
本
帝
国
の
法
秩
序
全
体
と

｢

親
和
性｣

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
行
政
と
司
法
上
法

律
を
適
用
す
る
時
、
論
理
的
三
段
論
法
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
法
概
念
で
表
わ
さ
れ

｢

旧
慣｣

中
に
存
在
し
、
普

遍
的
な
適
用
性
を
も
つ

｢

規
則｣

を

｢

慣
習
法｣

と
称
し
、
行
政

(

例
え
ば
土
地
調
査)

や
司
法

(

例
え
ば
民
事
訴
訟)

上
の
個
別
の

事
実
に
適
用
し
、
個
別
事
件
の
法
的
判
断
を
可
能
と
し
た

(

�)

。
ま
た
立
法
上

｢

旧
慣｣

中
に
現
れ
る
一
般
規
範
を
条
文
化
し
、
近
代
型
行

政
や
司
法
機
関
に
そ
れ
を
個
別
事
件
に
お
い
て
適
用
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

上
述
の
要
求
に
基
づ
き
、
日
本
は
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
が
あ
り
、
大
学
で
民
法
を
講
義
す
る
岡
松
参
太
郎
の
主
導
で
、
台
湾
の
旧
慣

調
査
を
進
め
た
。
こ
の
調
査
の
最
終
報
告
と
し
て
の

『

台
湾
私
法』

は
、
編
別
上
は
不
動
産
、
人
事
、
動
産
、
商
事
と
債
権
の
四
編
に

分
け
ら
れ
る

(

�)

。
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
商
法
典
と
異
な
る
と
は
い
え
、
両
者
は
大
同
小
異
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
の
概

念
法
学
に
基
づ
い
て
体
系
化
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
且
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
学
の
中
心
で
あ
る

｢

権
利｣

観
念
で
各
種
の
法
律
関
係

の
類
型
化
を
行
な
う
時
、
意
図
的
に
日
本
民
法
上
の
分
類
基
準
を
用
い
て
い
た

(

�)

。

一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
上
の
権
利
類
型
で
、
民
事
特
別
立
法
の
方
式
を
通
じ
て
台
湾
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
日
本
の

統
治
当
局
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
の
概
念
で
台
湾
人
の
固
有
規
範
を
解
釈
或
い
は
翻
訳
す
る
時
、
あ
る
程
度
そ
の
好
み
に
合
わ
せ
た

態
様
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
限
界
が
存
在
し
、
任
意
の
歪
曲
や
創
造
は
で
き
な
い
。
こ
の
時
西
欧
式
民
事
権

利
に
転
化
さ
せ
る
統
治
上
の
必
要
が
あ
る
な
ら
、
特
別
立
法
で
行
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
例
え
ば
清
統
治
の
台
湾
の
土
地
に
は

｢

一
田

両
主｣

の
現
象
が
あ
り
、
実
質
上
土
地
を
開
墾
し
支
配
す
る

｢

小
租
戸｣
と
称
さ
れ
る
地
主
は
、
役
所
よ
り
開
墾
許
可
証
を
得
た

｢

大

租
戸｣

と
称
さ
れ
る
人
に
一
定
の
租
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｢

旧
慣
に
よ
る｣
の
規
定
の
下
で
は
、
こ
の
租
を
得
る
利
益
は
ヨ
ー
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ロ
ッ
パ
大
陸
民
事
概
念
に
よ
っ
て
権
利
化
さ
れ

｢

大
租
権｣

と
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
小
租
戸
と
称
す
る
地
主
の
土
地
の
所
持
に
対
す
る

利
益
を
、
権
利
化
さ
れ
た

｢

業
主
権｣

と
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
上
に
は
民
事
法
上
の
負
担
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
上
の
所

有
権
の
も
つ
絶
対
性
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
台
湾
総
督
府
は
そ
こ
で
一
九
〇
四
年
に
、
こ
の
年
の
律
令
第
六
号
で
大
租
権
を
消
滅
さ
せ

こ
れ
ら
の
権
利
者
を
補
償
し

(

�)

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
上
の

｢

一
物
一
権｣

主
義
を
実
現
し
た
。
ま
た
一
九
〇
五
年
に
同
年
の
律
令
第

三
号
で

｢

台
湾
土
地
登
記
規
則｣

を
発
布
し
、
土
地
台
帳
に
既
に
登
録
す
る
地
の
業
主
権
の
得
喪
・
変
更
は
、
登
記
を
経
て
効
力
を
生

ず
べ
き
で
あ
る

(
第
一
条)

と
定
め
た

(

�)

。
つ
ま
り
も
と
も
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
の
概
念
を
翻
訳
し
て
で
き
た

｢

業
主
権｣

は
、
こ
の

後
実
質
的
内
容
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
上
の
所
有
権
に
改
造
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
土
地
登
記
規
則
は
ま
た
も
と
も
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
法
概
念
を
翻
訳
し
た

｢

胎
権｣

・｢

典
権｣

を
、
実
質
的
な
内
容
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
上
の
担
保
物
権
に

属
す
る
抵
当
権
と
質
権
に
改
め
た

(
�)
。

し
か
し
上
の
よ
う
な
特
別
民
事
立
法
で
の
改
造
の
例
は
少
な
く
、
台
湾
総
督
府
は
一
九
一
四
年
に
、
全
面
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法

の
概
念
で
翻
訳
し
た
慣
習
法
上
の
権
利
を
用
い
て
、
お
そ
ら
く
そ
の
規
範
的
内
容
を
改
造
す
る

｢

旧
慣
立
法｣

を
進
め
る
つ
も
り
で
、

多
く
の
台
湾
民
事
法
典
草
案
を
提
出
し
た
。｢
台
湾
民
事
令｣

、｢

台
湾
親
族
相
続
施
行
令｣

、｢

台
湾
不
動
産
登
記
令｣

、｢

台
湾
競
売
令｣

、

｢

台
湾
非
訟
事
件
手
続
令｣

、｢

台
湾
人
事
訴
訟
手
続
令｣
、｢

台
湾
祭
祀
公
業
令
案｣

、｢

台
湾
合
股
令
改
正
案｣

を
含
む
律
令
案
が
、
前

述
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
用
語
と
概
念
、
時
に
は
権
利
類
型
の
翻
訳
や
改
造
さ
え
も
踏
襲
す
る
外
、
さ
ら
に
常
に
直
接
日
本
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
等
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
国
家
の
立
法
例
を

｢

参
照｣

し
、
こ
れ
を
条
文
中
に
入
れ
た
の
で
あ
る

(

�)

。
換
言
す
れ

ば
植
民
地
政
府
は
台
湾
慣
習
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
を
融
合
し
、
台
湾
の
特
殊
性
を
も
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
を
制
定
し
よ

う
と
考
え
た
が
、
し
か
し
こ
れ
は
ま
さ
に
帝
国
政
府
が
台
湾
を
統
合
し
て
日
本
の
国
民
国
家
を
進
め
る
と
い
う
政
治
目
標
に
抵
触
し
た

た
め
、
こ
れ
ら
の
法
案
は
つ
い
に
台
湾
に
施
行
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
、
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
継
受
を
中
心
と
す
る
時
代

(

一
九
二
三
―
一
九
四
五)

一
九
二
三
年
は
台
湾
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
を
継
受
す
る
画
期
的
な
年
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
典
中
の
財

産
法
部
分
は
、
法
概
念
の
み
な
ら
ず
、
法
規
範
の
内
容
全
体
が
台
湾
民
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
一
九
一
九
年
に
日
本
帝
国
の
植
民
地

統
治
政
策
の

｢

内
地
延
長｣

が
本
格
化
し
た
後
、
台
湾
の
民
商
法
制
の
改
革
の
方
向
は
台
湾
特
有
の
民
法
典
の
制
定
か
ら
、
日
本
の
民

商
法
典
の
施
行
へ
と
改
め
ら
れ
た
。
一
九
二
三
年
一
月
一
日
よ
り
日
本
の
民
法
典
中
の
総
則
、
債
権
編
、
物
権
編
が
台
湾
に
施
行
さ
れ

(

植
民
地
朝
鮮
で
は
未
だ
施
行
せ
ず)

、
台
湾
人
の
み
の
間
の
親
属
・
継
承
事
項
と
祭
祀
公
業
は
、
日
本
の
民
法
の
親
族
・
相
続
編
を
適

用
せ
ず
、｢

旧
慣
に
よ
る｣

と
な
っ
た

(

�)

。

し
か
し
実
定
法
中
の
台
湾
人
の
親
族
・
相
続
の
慣
習
法
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
の
影
響
を
免
れ
な
か
っ
た
。
日
本
統
治
前
期
か

ら
、
特
に

｢

内
地
延
長｣

政
策
に
入
っ
た
後
、
日
本
人
裁
判
官
中
心
の
植
民
地
法
院
は
些
か
台
湾
人
を
同
化
さ
せ
日
本
人
と
な
す
意
図

か
ら
、
台
湾
人
の
慣
習
法
を
認
め
る
時
多
く
の
日
本
民
法
の
親
族
・
相
続
両
編
の
規
定
を
持
ち
込
ん
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
身
分
法
上

の
親
権
、
後
見
、
親
属
会
議
、
個
人
主
義
の
婚
姻
や
養
子
縁
組
、
代
位
相
続
、
限
定
相
続
、
相
続
放
棄
等
の
概
念
や
制
度
を
、
こ
れ
を

機
に
台
湾
に
あ
る
程
度
取
り
入
れ
た

(

�)

。
植
民
地
法
院
は
で
き
る
だ
け
日
本
民
法
中
の
日
本
伝
統
の
戸
主
中
心
の
家
制
度
を
、
台
湾
人
の

親
族
・
相
続
関
連
の
慣
習
法
中
に
持
ち
込
ん
だ

(

�)

。
し
か
し
戦
前
の
日
本
民
法
の
定
め
る
家
の
財
産
の
長
男
単
独
相
続
は
台
湾
に
は
導
入

さ
れ
ず
、
台
湾
人
の
慣
習
法
上
は
依
然
と
し
て
家
の
財
産
の
諸
子
共
同
相
続
で
あ
っ
た

(

�)

。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
の
継
受
と
関
係
す
る
も
の
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
の
条
文
を
解
釈
す
る
各
種
の
学
説
が
あ
る
。
こ
こ

で
所
謂

｢

学
説
継
受｣

に
言
及
す
る
。
同
時
期
の
朝
鮮
の
人
々
と
異
な
る
の
は
、
台
湾
人
は
一
八
九
五
年
に
日
本
の
植
民
地
統
治
に
遭

う
ま
で
は
、
近
代
／
西
洋
の
法
学
教
育
を
受
け
た
者
は
お
ら
ず
、
お
よ
そ
一
九
一
〇
年
代
中
期
か
ら
日
本
語
能
力
を
具
え
た
台
湾
の
青
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年
が
東
京
に
赴
き
法
律
を
学
ぶ
こ
と
が
始
ま
り
、
一
九
二
〇
年
代
そ
の
人
数
は
徐
々
に
増
え
た

(

�)

。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
育
成
さ
れ
た
台

湾
人
法
学
者
は
日
本
の
内
地
、
と
り
わ
け
東
京
で
法
律
を
学
ん
だ
の
で
、
習
熟
し
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
学
界
か
ら
継
受
し
た
戦
前

の
日
本
民
法
解
釈
学
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
の
民
法
学
の
訓
練
に
基
づ
き
法
を
学
ん
だ
台
湾
人
は
、
台
湾
人
の
主
体
意
識
を

具
え
た
民
法
学
説
を
展
開
し
た
。
例
え
ば
政
治
異
議
活
動
に
従
事
し
た
林
�
�
と
鄭
松
�
は
、
台
湾
人
全
体
の
最
大
利
益
を
勝
ち
取
る

こ
と
を
旨
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
の
民
法
典
を
台
湾
に
施
行
す
べ
き
や
否
や
の
議
題
に
対
し
て
意
見
を
表
明
す
る
。
こ
れ
ら

の
論
文
・
著
作
は
法
学
専
門
の
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
民
法
に
関
わ
る
主
張
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
日
本
人
か

ら
構
成
さ
れ
る
台
湾
法
学
界
は
ほ
と
ん
ど
重
視
し
な
か
っ
た

(

�)

。
少
数
で
は
あ
っ
た
が
、
日
本
統
治
時
期
の
台
湾
人
の
中
に
は
民
法
の
専

門
家
が
存
在
し
た
。
例
え
ば
一
九
三
〇
年
代
に
満
州
国
に
渡
り
任
官
し
た
林
鳳
麟
は
、
満
州
国
長
春

(

当
時

｢

新
京｣)

の
法
政
大
学

で
授
業
も
担
当
し
、
且
つ
そ
の
民
法
学
の
素
養
か
ら
、
満
州
国
の
民
法
親
族
・
相
続
両
編
の
起
草
に
参
加
し
た

(

�)

。

他
に
少
数
の
台
湾
人
の
法
を
学
ぶ
者
は
、
一
九
二
八
年
創
設
の
台
北
帝
大
文
政
学
部
政
学
科
で
法
学
教
育
を
受
け
た
。
し
か
し
台
北

帝
大
の
法
学
教
育
が
伝
授
す
る
の
は
、
日
本
内
地
の
他
の
大
学
の
法
科
と
ほ
ぼ
差
が
な
く
、
台
湾
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
日
本
統
治
前

期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
概
念
で
構
築
し
た
台
湾
独
自
の
旧
慣
法
学
を
受
け
継
い
だ
わ
け
で
は
な
い
。
逆
に
東
京
帝
大
で
法
律
を
学

び
台
湾
に
帰
り
弁
護
士
と
な
っ
た
戴
炎
輝
は
、
旧
慣
法
学
の
代
表
と
し
て
の

『

台
湾
私
法』

を
一
部
参
考
に
、
台
湾
人
の
養
子
縁
組
・

婚
姻
・
祭
祀
公
業
・
合
會
等
の
民
事
面
に
関
わ
る
論
文
・
著
作
を
発
表
し
た
。
し
か
し
戴
炎
輝
は
大
学
内
で
教
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、

当
時
の
法
学
界
に
対
す
る
影
響
力
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(

�)

。
総
じ
て
言
え
ば
一
九
二
三
年
に
日
本
の
民
法
典
の
効
力
が

台
湾
と
い
う
植
民
地
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
後
は
、
台
湾
の
法
学
は
大
体
に
お
い
て
戦
前
の
日
本
の
法
学
の
一
つ
の
支
流
に
す
ぎ
ず
、

台
湾
と
い
う
地
の
特
色
は
欠
け
て
い
る
。

し
か
し
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
の
財
産
法
は
日
本
統
治
前
期
の
二
〇
余
年
の
過
渡
期
と
、
そ
の
後
の
全
面
施
行
を
経
て
、｢

社

会
継
受｣

面
で
か
な
り
高
い
程
度
に
達
し
て
い
た
。
表
面
的
に
見
れ
ば
一
九
二
三
年
一
月
一
日
よ
り
、
そ
れ
ま
で
は

｢

旧
慣
に
よ
り｣
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生
じ
た
民
事
財
産
法
上
の
権
利
は
、
す
べ
て
日
本
の
民
法
上
の
各
種
の
権
利
に
転
化
し
、
台
湾
人
の
法
生
活
に
対
し
て
重
大
な
影
響
を

与
え
た
よ
う
だ
が
、
実
は
台
湾
人
は
こ
れ
以
前
に
似
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
予
防
注
射
を
打
っ
て
い
た

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
前
述
の
如
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
の
所
有
権
、
抵
当
権
、
質
権
は
一
九
〇
五
年
か
ら
実
質
上
台
湾
に
登
場
し
、

広
範
且
つ
正
確
な
土
地
調
査
に
よ
っ
て
そ
の
権
利
者
を
確
認
し
て
い
る
。
一
九
二
三
年
の
変
化
は
日
本
民
法
上
の
呼
称
に
改
め
る
こ
と

と
、
物
権
の
得
喪
・
変
更
に
関
し
て
日
本
民
法
上
の
登
記
対
抗
主
義
を
採
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
の
民
法
上

の
地
上
権
、
永
小
作
権
、
賃
借
権
等
は
、
一
九
二
三
年
か
ら
導
入
が
始
ま
っ
た
と
い
え
、
そ
れ
以
前
に

｢

旧
慣
に
よ
り｣

認
め
ら
れ
た

地
基
権
、
永
佃
権
、
佃
権
と
か
な
り
大
き
く
類
似
性
を
有
し
て
い
た

(

�)

。
ま
た
台
湾
人
が
不
動
産
の
取
引
を
行
な
う
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

陸
民
法
の
専
門
知
識
を
も
つ
司
法
書
士
に
任
せ
、
契
約
書
を
書
き
ま
た
登
記
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
式
民
事
財
産
法
上
の
権
利
が
既
に
か
な
り
一
般
的
に
台
湾
人
に
運
用
さ
れ
て
い
た

(

�)

。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
が
日
本
統
治
の
台
湾
で
徐
々
に
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
同
時
期
の
中
国
で
展
開
が
難
し
か
っ

た
の
と
は
全
く
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
継
受
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
中
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
の
台
湾
で
の
施
行
へ
の
、

堅
実
な
基
礎
固
め
と
な
っ
た
。
こ
の
点
は
次
節
で
述
べ
る
。

四
、
民
国
中
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
典
と
ア
メ
リ
カ
式
民
事
特
別
法
施
行
の
時
代

(

一
九
四
五
年
か
ら
現
在
ま
で)

台
湾
は
一
九
四
五
年
よ
り
、
民
国
時
代
の
中
国
民
法
の
近
代
化
の
成
果
と
し
て
の
中
華
民
国
民
法
典
を
施
行
し
た
。
故
に
ま
ず
こ
の

中
華
民
国
民
法
典
と
学
説
の
由
来
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
民
党
政
権
が
中
国
で
設
け
た
国
民
政
府

(

一
九
二
八
―
一
九
四

八)

は
、
第
二
次
大
戦
後
同
盟
国
を
代
表
し
て
日
本
統
治
下
の
台
湾
を
軍
事
接
収
し
た
。
国
際
法
上
台
湾
の
主
権
は
国
際
条
約
の
制
定
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を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
中
国
の
接
収
当
局
は
台
湾
を
そ
の
領
域
に
組
み
込
む
と
宣
言
し
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
五
日
か
ら
台
湾
に

民
法
典
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
法
律
を
施
行
し
た

(

�)

。
し
か
し
そ
の
た
め
に
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
の
影
響
力
が
失
わ
れ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
新
た
な
中
華
民
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
の
民
法
と
学
説
は
、
次
に
述
べ
る
如
く
か
な
り
強
く
日
本
の
色
彩
を
帯
び
て

い
た
。

清
朝
政
府

(
一
六
四
四
―
一
九
一
一)

が
二
〇
世
紀
初
め
に
近
代
民
法
典
を
制
定
し
よ
う
と
し
た
時
、
日
本
人
の
招
聘
学
者
松
岡
義

正
が
起
草
作
業
を
担
当
し
た
。
一
九
一
一
年
に
完
成
し
た

｢

大
清
民
律
草
案｣

は
、
総
則
、
債
権
、
物
権
、
親
族
、
相
続
の
計
五
編
か

ら
な
り
、
ほ
ぼ
ド
イ
ツ
、
日
本
両
国
の
民
法
を
真
似
て
い
る
。
中
華
民
国
が
一
九
一
二
年
に
正
式
に
成
立
し
た
後
、
北
洋
政
府

(

一
九

一
二
―
一
九
二
八)

は
一
九
二
五
年
に
五
編
か
ら
成
る

｢

第
二
次
民
律
草
案｣

を
提
出
し
た
。
総
則
と
物
権
は
原
則
と
し
て
前
草
案
に

近
く
、
債
編
は
ス
イ
ス
債
務
法
を
斟
酌
・
採
用
し
て
お
り
、
親
族
・
相
続
の
両
編
は
一
部
中
国
の
法
院
の
判
例
を
取
り
入
れ
て
い
た
。

し
か
し
当
時
の
中
国
の
民
事
事
項
に
関
す
る
実
定
法
は
、
清
朝
政
府
の
有
し
た｢

戸
婚
田
土
銭
債｣

に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
未
だ
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
式
の
民
法
典
は
施
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
国
民
党
が
建
て
た
国
民
政
府
が
一
九
二
八
年
に
形
式
上
は
中
国
を
統
一
し
た

後
は
、
直
ち
に
民
法
典
を
制
定
し
よ
う
し
た
。
総
則
編
は
一
九
二
九
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ
、
債
編
と
物
権
編
は
一
九
二
九
年
公
布
、

一
九
三
〇
年
施
行
、
親
族
編
と
相
続
編
は
一
九
三
〇
年
公
布
、
一
九
三
一
年
施
行
と
な
っ
た

(

�)

。
そ
の
条
文
内
容
は
第
一
次
及
び
第
二
次

草
案
と
若
干
の
違
い
が
あ
り
、
例
え
ば
日
本
の
よ
う
な
民
商
分
立
と
は
異
な
り
、｢

民
商
合
一｣

を
採
り
、
中
国
の
伝
統
的
特
色
を
も

つ

｢

典
権｣

を
取
り
入
れ
、
且
つ
親
族
・
相
続
の
部
分
は
両
性
の
平
等
を
理
念
と
し
て
、
妻
を
制
限
行
為
能
力
者
と
考
え
ず
、
女
子
の

遺
産
相
続
権
を
認
め
た

(

�)

。
全
体
と
し
て
言
え
ば
中
華
民
国
民
法
は
財
産
法
の
面
で
、
法
律
用
語
或
い
は
規
範
内
容
の
い
ず
れ
も
日
本
民

法
と
か
な
り
似
て
い
る
。
い
ず
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
を
継
受
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
し
か
し
身
分
法
の
面
で
は
日
本
民
法

に
比
べ
て
よ
り
多
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
個
人
主
義
の
民
法
規
範
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

民
法
学
説
に
関
し
て
は
、
民
国
時
代
の
中
国
は
尊
敬
す
べ
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
的
日
本
法
学
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
る
。
中
国
は
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清
末
に
学
生
を
外
国
に
派
遣
し
法
政
を
学
ば
せ
た
が
、
遠
く
欧
米
に
赴
く
者
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
日
本
に
向
か
っ
た
者
が
多
数
を
占

め
た
。
日
本
側
も
中
国
留
学
生
の
た
め
に
特
別
に
一
年
間
の
法
政
速
成
科
を
設
け
た
。
例
え
ば
法
政
大
学
は
日
本
民
法
の
権
威
で
あ
る

梅
謙
次
郎
が
こ
れ
を
主
導
し
た
。
中
国
国
内
で
法
学
教
育
を
受
け
た
者
は
、
常
に
日
本
語
だ
が
漢
字
の
溢
れ
た
も
の
や
、
時
に
は
全
文

中
国
語
に
訳
さ
れ
た
日
本
の
法
学
の
著
書
を
精
読
し
た
。
北
洋
政
府
時
代
に
は
、
学
生
の
裁
判
官
試
験
の
準
備
の
必
要
に
合
わ
せ
て
、

多
く
の
民
法
学
に
関
連
す
る
日
本
の
法
学
の
論
文
・
著
作
の
翻
訳
が
現
れ
た
。
梅
謙
次
郎
の
著
わ
し
た

『

民
法
要
義』

は
、
総
則
、
物

権
、
債
権
、
相
続
、
親
族
の
五
つ
の
部
分
を
も
つ
が
、
一
九
一
〇
年
か
ら
中
国
語
へ
の
翻
訳
が
始
ま
り
、
一
九
一
三
年
に
す
べ
て
翻
訳
、

出
版
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
ま
で
再
版
さ
れ
続
け
た
。
中
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
を
完
成
し
た
後
の
一
九
三
〇
年
代
と

一
九
四
〇
年
代
に
多
く
の
中
華
民
国
民
法
を
論
じ
た
書
籍
を
出
版
し
て
い
る
と
は
い
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
日
本
の
民
法
学
説
に
対

し
て
は
、
常
に
批
判
的
分
析
を
加
え
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
自
国
の
条
文
内
容
が
お
そ
ら
く
外
国
と
は
違
い
が
あ
る
こ
と
を
も
無
視
し
て

全
面
移
植
し
た
。
国
民
党
の

｢

以
党
治
国｣

の
訓
政
体
制
下
で
、
中
国
法
学
界
が
お
そ
ら
く
持
っ
た
で
あ
ろ
う
独
自
の
見
解
は
、
統
治

権
と
密
接
に
関
係
し
た
公
法
領
域
で
あ
っ
て
、
民
法
で
は
な
か
っ
た
。
国
民
政
府
が
政
権
を
執
っ
た
時
期
に
は
、
法
学
の
研
究
者
は
日

本
留
学
が
多
数
で
あ
っ
た
頃
よ
り
、
徐
々
に
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
留
学
生
が
増
え
て
い
た
が
、
言
語
の
類
似
性
の
た
め
、
日

本
の
法
学
の
論
文
・
著
作
が
や
は
り
親
し
ま
れ
た

(

�)
。

民
国
時
代
の
中
国
民
法
と
戦
前
の
日
本
民
法
の
相
似
性
ゆ
え
に
、
一
九
四
五
年
に
国
家
法
秩
序
全
体
が
取
っ
て
換
え
ら
れ
る
法
制
の

形
式
上
の
大
変
動
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
台
湾
社
会
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
の
継
受
を
過
度
に
か
き
乱
す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
九
四
五
年
に
台
湾
に
や
っ
て
来
た
国
民
党
政
権
は
、
一
八
九
五
年
に
台
湾
に
や
っ
て
来
た
日
本
政
権
が
過
渡
期
を
経
て
民
法
で
台
湾

人
を
規
範
化
し
た
の
と
は
違
い
、
台
湾
で
直
ち
に
自
己
の
民
法
を
全
面
施
行
し
た
。
中
華
民
国
民
法
は
戦
前
の
日
本
民
法
に
似
て
い
る

と
は
い
え
、
両
者
に
は
や
は
り
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
物
権
の
得
失
の
変
更
に
つ
い
て
、
前
者
は
登
記
の
効
力
発
生
主
義
を
採

る
が
、
後
者
は
登
記
の
対
抗
主
義
を
採
っ
た
。
そ
し
て
国
民
党
政
権
が
一
九
四
七
年
に
土
地
の
総
登
記
を
行
な
っ
た
時
、
時
に
は
何
と
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登
記
対
抗
主
義
の
下
で
は
お
そ
ら
く
真
の
権
利
者
で
は
な
か
っ
た
登
記
簿
上
の
所
有
者
を
、
中
華
民
国
民
法
上
の
所
有
者
と
し
た
の
で

あ
る
。
と
り
わ
け
日
本
の
民
法
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
不
動
産
質
権
は
、
中
華
民
国
民
法
上
は
こ
の
権
利
は
存
在
し
な
い
た
め
戦
後
は

認
め
ら
れ
ず
、
一
九
五
一
年
に
な
っ
て

｢

臨
時
典
権｣

の
名
で
取
り
入
れ
ら
れ
た

(

�)

。
前
述
の
状
況
は
確
か
に
多
く
の
日
本
の
統
治
を
受

け
た

｢

本
省
人｣

の
民
事
的
権
利
に
損
失
を
も
た
ら
し
た
が
、
多
数
の
本
省
人
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ま
さ
に
両
国
の
民
法
上
の
権
利
類

型
と
規
範
内
容
が
似
て
い
る
た
め
に
、
日
本
統
治
時
期
の
民
事
法
の
運
用
経
験
を
そ
の
ま
ま
生
か
せ
た
の
で
あ
る
。
他
方
一
九
四
五
年

よ
り
中
国
か
ら
台
湾
に
移
り
住
ん
だ

｢

外
省
人｣

は
、
も
と
も
と
中
国
大
陸
に
い
た
時
に
中
華
民
国
民
法
の
下
に
あ
り
、
台
湾
に
来
て

中
国
大
陸
に
比
べ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
を
運
用
す
る
た
め
に
よ
り
便
利
な
環
境
を
手
に
入
れ
た
。
例
え
ば
台
湾
は
日
本
統
治
当
局

の
下
で
の
正
確
な
戸
籍
と
地
籍
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
外
台
湾
は
戦
後
の
東
西
冷
戦
の
中
で
は
ア
メ
リ
カ
を
長
と
す
る
西
側

陣
営
に
属
し
た
の
で
、
本
省
人
と
外
省
人
を
含
め
た
台
湾
人
民
は
、
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
を
適
用
で
き
る
資
本
主
義
経
済
活
動

を
な
し
え
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
、
共
産
主
義
勢
力
を
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
は
台
湾
と
緊
密
な
軍
事
上
及
び
経
済

上
の
同
盟
関
係
を
築
い
た
。
こ
の
政
治
的
要
素
は
台
湾
に
上
述
の
民
国
中
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
の
民
法
を
沿
用
さ
せ
る
と
同
時
に
、

民
事
特
別
法
の
一
部
で
英
米
法
系
に
属
す
る
ア
メ
リ
カ
法
上
の
制
度
を
多
く
導
入
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
台
湾
に
対
す
る
経
済
援
助

(

一

九
五
一
―
一
九
六
五)

を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
台
湾
の
経
済
貿
易
法
体
制
に
深
い
影
響
を
与
え
た

(

�)

。
こ
れ
ら
の
経
済
貿
易
に
関
連
す

る
法
規
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
概
念
の
下
で

｢

民
事
特
別
法｣

と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
動
産
を
担
保
と
す
る
取
引

法
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
に
は
な
く
ア
メ
リ
カ
法
に
由
来
す
る
動
産
抵
当
を
導
入
し
て
い
る
。
民
商
合
一
の
下
で
民
事
特
別
法
と

し
て
の
会
社
法
は
、
一
九
六
六
年
に
改
正
さ
れ
ア
メ
リ
カ
の

｢

企
業
所
有
と
企
業
経
営
分
離｣

観
念
の
影
響
を
深
く
受
け
、
一
九
六
八

年
に
さ
ら
に
会
社
法
の
特
別
法
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
法
制
を
真
似
た
証
券
取
引
法
を
公
布
・
施
行
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
一
九
七
〇
年
代

末
期
に
台
湾
と
正
式
な
外
交
関
係
を
断
絶
し
、
中
国
と
の
国
交
樹
立
に
転
じ
た
が
、
依
然
と
し
て
台
湾
の
政
治
・
経
済
に
対
す
る
強
い
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影
響
力
を
保
持
し
て
い
る
。
一
九
八
五
年
に
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
上
の
報
復
的
脅
威
か
ら
、
台
湾
は
著
作
権
上
伝
統
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

大
陸
法
系
に
は
無
く
、
ア
メ
リ
カ
法
が
採
用
す
る
懲
罰
的
損
害
賠
償
観
念
を
受
け
入
れ
た
。
そ
の
後
商
標
法
と
消
費
者
保
護
法
が
民
事

賠
償
責
任
に
お
い
て
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
制
度
を
取
り
入
れ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
ア
メ
リ
カ
留
学
の
人
数
が
次
第
に
増
え
、
ア
メ

リ
カ
法
の
台
湾
法
学
界
に
対
す
る
影
響
力
が
強
ま
り
、
台
湾
は
立
法
を
通
じ
て
、
例
え
ば
信
託
法
の
よ
う
に
、
主
体
的
に
英
米
法
上
の

制
度
を
採
用
し
た

(
�)

。
近
年
ま
た
ア
メ
リ
カ
会
社
法
制
上
の
独
立
代
表
取
締
役
制
を
導
入
し
、
そ
し
て
二
〇
一
五
年
に
は
会
社
法
上
ア
メ

リ
カ
式
の

｢

閉
鎖
型
株
式
会
社｣

を
加
え
た
。
か
く
あ
ろ
う
と
台
湾
は
民
法
の
基
本
概
念
と
法
解
釈
の
方
法
上
は
、
常
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

大
陸
法
系
の
伝
統
を
堅
持
し
て
い
る
。
こ
れ
は
以
下
で
述
べ
る
ド
イ
ツ
、
日
本
両
国
の
民
法
学
の
戦
後
台
湾
で
の
主
導
的
地
位
と
関
係

が
あ
る
。五

、
第
二
世
代
の
法
学
者
に
よ
り
大
量
に
導
入
さ
れ
た
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
学

戦
後
の
台
湾
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
学
の
隆
盛
は
、
ド
イ
ツ
留
学
者
の
数
が
多
い
こ
と
が
誘
因
と
な
っ
た
。
戦
後
外
省
人
の
法
学
者

が
大
多
数
を
占
め
る
台
湾
の
第
一
世
代
の
法
学
者
に
現
れ
た
外
国
法
へ
の
視
線
は
、
ド
イ
ツ
法
に
限
ら
ず
多
く
の
国
の
法
律
の
導
入
・

紹
介
、
比
較
に
及
び

(

�)

、
且
つ
こ
れ
ら
の
法
学
者
の
留
学
先
も
広
く
日
本
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
諸
国
に
及

ん
だ

(

�)

。
し
か
し
戦
後
台
湾
の
最
初
の
法
学
教
育
機
構
と
な
る
台
大
法
律
系
で
は
、
教
師
た
ち
は
広
く
ド
イ
ツ
語
の
法
学
訓
練
上
の
重
要

性
を
認
識
し
、
多
数
を
占
め
る
本
省
人
学
生
が
既
に
日
本
語
に
習
熟
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
に
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
考
え
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
梅
仲
協
が
系
主
任
を
担
当
し
た
時

(

一
九
五
〇
年
代)

に
は
さ
ら
に
修
士
と
博
士
課
程
の
院
生
は
ド
イ
ツ
語
を

必
修
と
す
る
制
度
を
確
立
し
た

(

�)

。
こ
れ
に
よ
り
既
に
ド
イ
ツ
語
能
力
を
具
え
た
台
大
の
法
律
系
の
学
生
が
、
学
費
が
安
い
こ
と
と
奨
学

金
に
奨
励
さ
れ

(

�)

、
ド
イ
ツ
留
学
を
選
択
し
、
後
に
第
二
世
代
の
法
学
者
の
主
力
と
な
っ
た

(

�)

。
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多
く
の
ド
イ
ツ
留
学
の
台
湾
第
二
世
代
の
法
学
者
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
中
期
以
降
学
業
を
終
え
帰
国
し
、
一
つ
に
は
制
度
の
面
で

台
湾
の
法
学
界
の
た
め
に
戦
後
ド
イ
ツ
の
法
律
を
新
た
に
し
、
他
方
教
育
と
研
究
面
で
法
学
方
法
と
法
学
理
論
の
よ
う
な
思
想
面
で
の

知
識
を
紹
介
し
、
ま
た
そ
れ
に
よ
り
実
務
の
判
決
内
容
を
研
究
す
る
基
準
と
し
た
。
民
法
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
学
の
中
で
最
も
基

本
的
且
つ
中
心
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は

｢

学
説
継
受｣

全
体
の
中
で
最
も
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
ド
イ
ツ
留
学

の
第
二
世
代
の
法
学
者
、
例
え
ば
王
澤
鑑
教
授
は
、
台
湾
で

｢

請
求
権
規
範
基
礎｣

と
い
う
思
考
方
法
の
提
唱
を
始
め
、｢

実
例
演
習｣

の
教
育
方
法
を
採
用
し
、
著
作
中
で
模
擬
討
論
事
例
を
設
け
た
外
、
実
務
の
判
決
内
容
に
対
し
て
研
究
す
る
著
作
も
書
い
た
。｢

実
例

演
習｣

の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
今
で
は
各
々
の
法
律
系
で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
教
育
方
法
で
あ
り
、
各
種
の
法
科
の
試
験
の
主
要
命

題
方
式
に
さ
え
な
っ
て
い
る

(

�)
。

前
述
の
革
新
的
意
味
の
法
学
方
法
と
理
論
は
、
台
湾
の
各
々
の
法
律
系
の
有
志
学
生

(

台
大
の
学
生
に
限
ら
な
い)

を
深
く
引
き
つ

け
、
さ
ら
に
法
学
の
美
を
探
求
す
る
た
め
に
、
そ
の
源
た
る
ド
イ
ツ
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
頃
に
は
学
者
に
な
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
者
が
徐
々
に
増
え
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
留
学
の
法
律
人
材
は
や
は
り
台
湾
の
第
三

世
代
の
法
学
者
の
主
力
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
留
学
の
第
二
世
代
の
法
学
者
の
指
導
の
下
、
ド
イ
ツ
留
学
の
第
三
・
第
四
世
代
の
法
学
者

は
、
皆
中
国
語
で
民
法
の
論
文
・
著
作
を
書
く
こ
と
に
努
め
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
多
く
の
法
学
研
究
を
仕
事
と
す
る
つ
も
り
で
は
な

か
っ
た
、
或
い
は
ド
イ
ツ
語
と
接
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
法
律
家
が
、
皆
ド
イ
ツ
民
法
と
そ
の
学
説
を
意
識
し
、
ド
イ
ツ
民
法
の
学
説

が
台
湾
の
法
学
界
で
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
民
法
学
の
台
湾
に
対
す
る
影
響
は
、
具
体
的
な
法
制
上
の
規
範
内
容
か
ら
、
学
説
理
論
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
思
考
方
法
の
段

階
に
入
っ
て
い
た
。
例
え
ば
上
述
の
法
律
の
適
用
は

｢

請
求
権
規
範
基
礎｣
を
探
求
す
る
思
考
モ
デ
ル
に
あ
っ
た

(

�)

。
そ
の
た
め
た
と
え

戦
後
台
湾
は
民
事
特
別
法
上
ア
メ
リ
カ
法
の
例
を
多
く
模
倣
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
継
受
は
英
米
法
系
に
属
す
る
ア
メ
リ
カ
の
法

律
よ
り
、
前
述
の
戦
後
の
ド
イ
ツ
法
解
釈
学
の
概
念
と
思
考
方
法
に
覆
わ
れ
た
法
体
系
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
、
解
釈
・
適
用
さ
れ
ね
ば

台湾のヨーロッパ大陸民法の継受について
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な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た

(

�)

。

戦
後
日
本
に
留
学
し
た
台
湾
の
法
学
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
学
説
の
継
受
の
た
め
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
戦
後
か
ら
一
九

七
〇
年
代
ま
で
、
台
湾
法
学
界
の
法
学
理
論
は
基
本
的
に
、
戦
前
か
ら
の
日
本
を
踏
襲
す
る
こ
と
も
含
め
、
や
は
り
日
本
の
法
学
界
に

従
っ
て
い
る
。
民
法
学
に
つ
い
て
言
え
ば
、
多
く
の
民
国
時
代
の
中
国
或
い
は
日
本
統
治
時
期
の
台
湾
で
育
成
さ
れ
た
第
一
世
代
の
法

学
者
が
、
皆
か
な
り
日
本
の
法
学
の
論
文
・
著
作
に
基
づ
い
た
の
で
、
日
本
の
戦
前
か
ら
戦
後
に
続
く
民
法
学
説
は
な
お
戦
後
の
台
湾

の
民
法
理
論
を
牽
引
し
た

(

�)

。
お
お
よ
そ
一
九
六
〇
年
代
中
期
以
後
に
現
わ
れ
た
ド
イ
ツ
を
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
学
ん
だ
第
二
世
代

の
法
学
者
は
、
直
接
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
国
家
の
学
説
を
継
受
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
も
と
は
日
本
の
影
響

を
受
け
た
民
法
学
説
を
批
判
し
た
。
し
か
し
他
面
で
は
本
省
人
が
大
多
数
を
占
め
る
第
二
世
代
の
法
学
者
は
、
日
本
に
精
通
し
日
本
で

法
を
学
ん
だ
者
も
か
な
り
多
い
た
め
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
法
の
影
響
が
あ
る
と
は
い
え
、
な
お
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
中
心
の
日
本
の

民
法
理
論
と
学
説
を
持
ち
帰
っ
た
。
且
つ
第
二
世
代
の
法
学
者
の
中
に
は
司
法
官
が
多
く
、
日
本
統
治
時
期
に
教
育
を
受
け
日
本
語
能

力
も
あ
る
の
で
、
日
本
の
法
学
の
論
文
・
著
作
を
参
考
に
で
き
た
。
例
え
ば
孫
森
�
大
法
官
は
民
法
学
研
究
に
お
い
て
す
ぐ
れ
て
そ
れ

が
現
れ
て
い
る

(

�)

。

第
三
・
第
四
世
代
の
台
湾
の
法
学
者
に
至
る
と
、
日
本
留
学
者
の
人
数
は
徐
々
に
減
り
、
日
本
の
民
法
学
を
含
め
た
法
学
理
論
の
台

湾
の
法
学
界
へ
の
影
響
力
は
、
一
九
九
〇
年
代
よ
り
次
第
に
下
り
坂
と
な
っ
た
。
し
か
し
日
本
社
会
の
現
状
は
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
西
洋
国
家
よ
り
台
湾
に
近
い
た
め
、
日
本
の
法
制
は
常
々
台
湾
の
手
本
と
な
り
、
且
つ
日
本
は
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
の

民
法
概
念
の
基
礎
の
上
で
、
元
来
英
米
法
系
に
属
す
る
例
え
ば
信
託
法
等
を
如
何
に
取
り
入
れ
る
か
の
経
験
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ

た

(

�)

。
こ
の
た
め
日
本
の
民
法
学
説
は
現
在
の
台
湾
の
民
法
学
界
で
は
依
然
と
し
て
広
く
重
視
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
民

法
学
は
台
湾
で
不
動
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
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六
、
民
主
化
に
伴
っ
て
登
場
し
た
台
湾
民
法
の
自
主
性
と
独
自
性

長
期
に
わ
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
と
学
説
に
接
し
、
台
湾
社
会
は
ほ
ぼ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
事
法
的
な
生
活
を
身
に
つ
け

た
。
民
国
時
代
の
中
国
の
広
大
な
農
村
地
区
で
、
中
華
民
国
民
法
典
の
執
行
は
難
し
く

(

�)

、
一
九
四
五
年
か
ら
台
湾
で
施
行
さ
れ
る
と
、

よ
う
や
く
こ
の
民
法
典
の
近
代
型
法
律
規
範
が
人
民
の
生
活
に
及
び
、
紛
争
を
治
め
、
取
引
き
を
円
滑
に
行
な
わ
せ
る
機
能
を
発
揮
し

始
め
た

(

�)

。
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
日
本
政
権
が
か
な
り
完
全
な
個
人
主
義
・
資
本
主
義
を
貫
徹
す
る
民
法
に
必
要
な
人
と
土
地
の
資
料

を
台
湾
に
残
し
た
こ
と
で
あ
る

(
�)

。
人
口
の
絶
対
多
数
を
占
め
る
日
本
統
治
を
経
験
し
た
台
湾
の
人
民
は
、
中
華
民
国
民
法
典
が
中
国
で

未
だ
公
布
・
施
行
さ
れ
な
い
一
九
二
三
年
か
ら
早
く
も
、
中
華
民
国
民
法
典
と
同
様
に
主
に
ド
イ
ツ
法
を
継
受
す
る
日
本
の
民
商
事
法

典
を
体
験
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
一
九
九
〇
年
代
に
台
湾
は
政
治
の
民
主
化
に
よ
り
、
国
会
が
す
べ
て
台
湾
人
民
が
定
期
的
に
選

ぶ
代
議
士
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
台
湾
社
会
が
自
主
的
に
そ
の
要
求
に
合
わ
せ
て
自
己
の
民
法
規
範
を
決
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
時
、
参
考
に
す
る
法
律
規
範
モ
デ
ル
と
概
念
は
や
は
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
に
属
し
、
ア
メ
リ
カ
の
英
米
民
法
を
採
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

台
湾
は
国
民
党
一
党
に
よ
る
政
権
担
当
時
期

(

一
九
四
五
―
二
〇
〇
〇)

が
ま
も
な
く
終
わ
ろ
う
と
す
る
時
、
一
九
九
九
年
改
正
の

民
法
の
債
編
で
は
、
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
と
学
説
の
台
湾
化
が
現
れ
て
い
た
。
一
九
九
九
年
四
月
二
一
日
公
布
の
民
法
債
編

の
改
正
は
、
計
一
二
三
条
の
改
正
、
六
七
条
の
増
加
、
九
条
の
削
除
で
あ
り
、
増
加
・
改
正
の
幅
は
三
八
％
に
達
し
、
二
〇
〇
〇
年
五

月
五
日
よ
り
正
式
に
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
改
正
内
容
を
見
る
と
、
多
く
は
明
文
で
最
高
法
院
判
例
、
判
決
、
或
い
は
決
議
、
学
説
理
論

を
承
認
す
る

(

否
認
す
る
も
の
も
少
数
あ
る)

。
こ
れ
ら
の
法
院
の
判
決
・
判
例
等
が
処
理
す
る
の
は
、
い
ず
れ
も
実
際
に
台
湾
社
会

で
生
じ
た
民
法
問
題
で
あ
っ
て
、
外
国
の
法
学
の
論
文
・
著
作
の
中
の
学
理
や
事
例
で
は
な
い
。
改
正
後
の
民
法
の
債
編
は
新
た
な
規
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定
を
創
設
し
、
新
た
な
有
名
契
約
の
類
型
を
設
置
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
合
會
を
含
む
台
湾
で
常
に
見
ら
れ
る
経
済
活
動
態
様
を
規
範
化

し
た

(
�)

。
こ
の
時
の
改
正
は
ま
た
中
華
民
国
法
制
が
台
湾
で
定
め
た

｢

労
働
基
準
法｣

、｢

公
正
取
引
法｣

、｢

消
費
者
保
護
法｣

等
の
特
別

民
法
の
立
法
の
衝
撃
に
対
応
す
る
も
の
で
、
最
も
明
ら
か
な
の
は
消
費
者
保
護
法
の
債
編
契
約
法
と
不
法
行
為
法
に
対
す
る
面
で
の
改

正
で
あ
る
。
故
に
実
務
界
出
身
の
民
法
学
者
は
次
の
よ
う
に
言
う
。｢

こ
れ
は

『

我
々
自
身
の
社
会』

の
た
め
に
改
正
し
た
民
法
で
あ

り
、
台
湾
自
体
の
民
情
に
適
応
で
き
る
こ
と
を
希
望
す
る

(

�)｣

。
こ
の
言
葉
が
示
す
の
は
中
華
民
国
民
法
の
台
湾
化
と
、
お
そ
ら
く
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
各
国
や
東
ア
ジ
ア
の
日
本
、
韓
国
、
中
国
等
の
国
と
は
異
な
る
独
自
性
を
も
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

台
湾
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
は
政
権
交
替
の
時
代
に
入
り
、
一
党
政
治
を
終
結
さ
せ
た
民
進
党
と
二
〇
〇
八
年
に
再
び
政
権
を
執
っ
た

国
民
党
が
止
め
る
こ
と
な
く
完
成
さ
せ
た
民
法
物
権
編
の
改
正
は
、
や
は
り
台
湾
化
を
経
た
も
の
で
、
台
湾
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
の

民
法
の
特
色
を
現
し
て
い
る
。
台
湾
民
法
の
物
権
編
の
改
正
は
、
国
民
党
の
長
期
一
党
政
治
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
時
、
草
案
は
あ
っ

た
が
完
成
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
民
進
党
政
府
は
二
〇
〇
三
年
に
こ
れ
を
担
保
物
権
、
通
則
と
所
有
権
、
用
益
物
権
と
占
有
と
い
う
三

つ
に
分
け
て
進
め
た
。
最
終
的
に
は

｢

担
保
物
権｣

の
部
分
は
二
〇
〇
七
年
三
月
二
八
日
に
改
正
公
布
さ
れ
、
六
ヵ
月
後
に
施
行
さ
れ

た
。｢

通
則
と
所
有
権｣

の
部
分
は
国
民
党
の
再
度
の
政
権
時
と
な
り
、
二
〇
〇
九
年
一
月
二
三
日
に
改
正
公
布
さ
れ
、
や
は
り
公
布

の
六
ヵ
月
後
に
施
行
さ
れ
た

(

�)

。｢

用
益
物
権
と
占
有｣
の
部
分
は
、
さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
二
月
三
日
に
改
正
公
布
さ
れ
、
公
布
の
六
ヵ

月
後
に
施
行
さ
れ
た

(

�)

。
こ
れ
ら
の
改
正
は
ま
さ
に
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
台
湾
自
体
の
要
求
に
応
ず
る
た
め
で
あ
っ
た
。

民
法
物
権
編
の
改
正
は
、
も
と
も
と
の
台
湾
の
司
法
実
務
の
見
解
を
維
持
し
、
外
国
の
立
法
例
を
参
考
に
す
る
外

(

�)

、
さ
ら
に
積
極
的

に
台
湾
社
会
の
法
伝
統
を
規
範
化
し
た
。
例
え
ば
日
本
の
銀
行
業
が
よ
く
用
い
た

｢

根
抵
当｣

と
呼
ぶ
最
高
限
度
額
の
抵
当
は
、
日
本

統
治
下
の
台
湾
で
一
九
〇
七
年
に
は
既
に
か
な
り
盛
ん
で
あ
り
、
さ
ら
に
数
十
年
た
っ
て
戦
後
中
華
民
国
法
制
に
改
め
ら
れ
て
も
、
や

は
り
台
湾
社
会
に
通
用
し
て
い
る
慣
例
で
あ
っ
た

(

�)

。
も
と
も
と
中
国
で
制
定
さ
れ
た
民
法
物
権
編
は
最
高
限
度
額
の
抵
当
権
を
定
め
て

い
な
か
っ
た
が
、
台
湾
の
最
高
法
院
で
は

｢

物
権
法
定｣

の
原
則
を
気
に
止
め
ず
判
例
で
こ
れ
を
認
め
て
い
た

(

�)

。
さ
ら
に
広
く
規
範
化
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す
る
た
め
に
、
前
述
の
二
〇
〇
七
年
の
改
正
は
最
高
限
度
額
抵
当
権
を
明
文
で
物
権
編
に
取
り
入
れ
た(

第
八
八
一
条
の
一
か
ら
一
七)

。

ま
た
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
制
を
ひ
た
す
ら
踏
襲
し
た
中
華
民
国
民
法
典
は
、
漢
民
族
の
法
伝
統
に
属
し
且
つ
台
湾
社
会
で
依

然
と
し
て
か
な
り
活
用
さ
れ
て
い
る
當
鋪
に
対
し
て
、
つ
ま
り
担
保
物
を
受
け
取
っ
て
金
を
貸
し
、
期
限
が
き
て
ま
だ
金
を
返
し
て
い

な
い
な
ら
担
保
品
を
金
に
換
え
る
法
律
関
係
に
対
し
て
、
本
来
敵
意
を
抱
い
て
い
た
。
物
権
編
施
行
法
第
一
四
条
は
明
文
で
次
の
よ
う

に
定
め
る
。
即
ち
當
鋪
は
質
権
に
関
す
る
規
定
を
適
用
せ
ず
、｢

當
舗
業
管
理
規
則｣

(

二
〇
〇
一
年
八
月
二
七
日
廃
止)

と

｢

當
舖
業

法｣
(

二
〇
〇
一
年
六
月
六
日
公
布
・
施
行)

の
み
が
規
範
で
あ
る
。
但
し
台
湾
と
い
う
地
の
経
済
活
動
に
対
し
て
注
意
が
払
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
に
伴
い
、
二
〇
〇
七
年
の
物
権
編
の
改
正
は
當
舖
に
生
ず
る
上
述
の
法
律
関
係
を
、｢

営
業
質
権｣

と
名
付
け
、
民
法
典

中
に
取
り
入
れ
た

(

第
八
九
九
条
の
二)

。
二
〇
〇
九
年
の
物
権
編
の
改
正
は
、
ま
た
慣
習
法
に
よ
っ
て
物
権
関
係
を
創
設
す
る
こ
と

を
認
め
、
制
定
法
に
よ
っ
て
の
み
物
権
を
創
設
す
る
と
い
う
硬
直
化
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
物
権
法
を
よ
り

社
会
生
活
に
近
づ
け
た

(

�)

。
そ
し
て
第
八
二
七
条
で
慣
習
に
よ
っ
て
公
同
共
有
の
関
係
を
創
設
す
る
と
い
う
規
定
を
新
た
に
増
や
し
、
同

じ
く
物
権
法
を
よ
り
台
湾
の
真
の
社
会
生
活
に
近
づ
け
た
。

ま
た
民
事
特
別
法
で
、
台
湾
社
会
の
法
伝
統
を
取
り
入
れ
た
例
も
あ
る
。
台
湾
で
は
漢
民
族
の
法
伝
統
に
属
す
る
祭
祀
公
業
は
、
長

期
に
わ
た
っ
て
法
院
よ
り
慣
習
法
或
い
は
事
実
と
し
て
の
慣
習
と
い
う
方
式
で
承
認
さ
れ
た
。
近
年
は
積
極
的
に
祭
祀
公
業
を
整
理
す

る
目
的
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
二
日
に

｢

祭
祀
公
業
條
例｣

を
公
布
し

(

二
〇
〇
八
年
七
月
一
日
施
行)

、
制
定
法
の
方
式
で

規
範
化
し
、
且
つ
祭
祀
公
業
は
登
記
に
よ
り

｢

祭
祀
公
業
法
人｣
と
な
り
う
る
こ
と
を
認
め
た

(

当
該
条
例
第
二
一
条)

。
し
か
し
こ

の
条
例
は
祭
祀
公
業
の
派
下
員
の
資
格
と
相
続
に
つ
い
て
、
依
然
と
し
て
伝
統
上
の
男
系
子
孫
に
限
る
こ
と
を
支
持
し

(

第
四
条
、
第

五
条)

、
両
性
の
権
利
の
平
等
を
主
張
す
る
者
の
批
判
を
引
き
起
こ
し
た

(
�)

。
と
も
か
く
こ
れ
ら
は
日
本
統
治
時
期
の
一
九
一
四
年
の

｢

旧
慣
立
法｣

の
復
活
で
あ
り
、
台
湾
は
自
身
の
法
律
を
通
じ
て
台
湾
と
い
う
地
の
民
事
伝
統
を
規
制
す
る
の
で
あ
っ
て
、
も
は
や
国

外
の
政
治
的
権
威
の
干
渉
は
受
け
な
い
の
で
あ
る
。

台湾のヨーロッパ大陸民法の継受について
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し
か
し
現
行
の
台
湾
民
法
は
依
然
と
し
て
民
国
時
代
の
中
国
の
歴
史
的
遺
物
を
残
し
て
お
り
、
例
え
ば
近
年
の
こ
の
改
革
の
中
で
典

権
は
未
だ
民
法
典
中
よ
り
削
除
さ
れ
て
い
な
い
。
台
湾
の
日
本
統
治
の
時
期
に
は
、
漢
民
族
の
法
伝
統
か
ら
く
る
典
権
は
、
日
本
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
上
の
不
動
産
質
権
と
さ
れ
、
人
々
の
典
権
に
対
す
る
印
象
は
薄
ら
い
で
い
た
。
戦
後
の
中
華
民
国
の
民
法
典
上
は

典
権
の
規
定
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
五
十
年
の
統
治
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
金
門
・
馬
祖
の
外
は
、
典
権
を
使
用
し

た
者
は
極
わ
ず
か
で
あ
る
。
台
湾
の
こ
こ
十
年
ほ
ど

(

物
権
編
改
正
の
時
を
基
準
と
す
る)

の
用
益
物
権
の
登
記
件
数
の
統
計
に
よ
れ

ば
、
数
の
最
も
少
な
い
の
は
典
権
設
定
の
二
二
三
件
で
あ
り
、
ま
た
設
定
の
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
永
佃
権
で
も
二
六
七
件
あ
る
。
し

か
し
二
〇
一
〇
年
の
物
権
編
の
改
正
で
は
、
中
国
法
制
史
の
観
点
か
ら
は

｢

唯
一
純
粋
に
固
有
法
か
ら
出
で
た｣

と
言
い
う
る
典
権
は

残
さ
れ
、
永
佃
権
は
削
除
さ
れ
た

(

�)

。

注
目
に
値
す
る
の
は
、
民
法
の
親
族
編
が
婦
人
運
動
団
体
の
推
進
で
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
の
民
法
の
親
族
編
が

一
九
三
〇
年
に
中
国
で
制
定
さ
れ
た
時
、
や
は
り
か
な
り
の
程
度
伝
統
的
な
男
尊
女
卑
観
念
の
影
響
を
受
け
て
お
り

(

�)

、
こ
れ
ら
の
女
性

を
蔑
視
す
る
条
文
は
、
戦
後
の
台
湾
法
学
界
が
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
か
ら
両
性
の
権
利
の
平
等
を
重
視
す
る
学
説
を
導
入
す
る
に

従
い
、
批
判
に
遭
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
五
年
に
親
族
編
は

｢

男
女
平
等
の
貫
徹｣

を
理
由
に
、
一
方
的
に
夫
の
側
に
立
つ
夫
婦

財
産
制
を
改
正
し
て
、
夫
婦
は
婚
姻
中
に
得
る
財
産
を
均
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
等
の
規
定
を
増
や
し
た
。
し
か
し
一
九
八
〇
年
代
の

台
湾
社
会
に
既
に
現
れ
て
い
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
時
の
改
正
は
形
式
的
平
等
を
重
視
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
、

例
え
ば

｢

妻
の
夫
に
対
す
る｣

を
、｢

夫
婦
の
一
方
の
他
方
に
対
す
る｣

に
改
め
る
が
、
台
湾
の
女
性
の
真
に
困
難
な
状
況
を
無
視
し

て
い
る
と
さ
れ
る

(

�)

。
且
つ
そ
の
他
明
ら
か
に
女
性
を
蔑
視
す
る
法
規
定
は
、
常
に

｢

別
に
約
定
あ
る
は
、
そ
の
約
定
に
従
う｣

と
し
当

事
者
が
自
主
的
に
決
定
し
た
か
の
よ
う
な
外
観
を
装
う
が
、
通
常
は
男
性
主
導
な
の
で
他
の
約
定
が
で
き
る
の
か
と
い
う
社
会
の
現
実

を
覆
い
隠
し
て
い
る

(

�)

。
台
湾
は
一
九
八
七
年
の
戒
厳
令
の
解
除
に
伴
い
、
社
会
運
動
は
活
発
に
発
展
し
、
婦
女
団
体
は
徐
々
に
立
法
の

圧
力
団
体
と
な
り
、
各
々
の
法
の
領
域
で
女
性
の
権
益
を
勝
ち
取
っ
た

(

�)

。
一
九
九
四
年
九
月
に
女
性
団
体
は
初
め
て
大
法
官
の
憲
法
解
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釈
の
方
式
で
、
民
法
中
の
男
性
の
利
益
に
偏
っ
た
条
文
に
挑
ん
だ

(

�)

。
大
法
官
は
釈
字
第
三
六
五
号
解
釈
で
、
民
法
第
一
〇
八
九
条
が
父

母
の
未
成
年
子
に
対
す
る
権
利
の
行
使
の
意
思
が
一
致
し
な
い
時
は
父
が
行
使
す
る
と
定
め
る
の
は
、
両
性
の
平
等
に
反
す
る
と
認
め
、

こ
の
解
釈
公
布
の
日
よ
り
、
遅
く
と
も
満
二
年
に
達
す
る
と
、
そ
の
効
力
を
失
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
の
こ
と
が
法
務
部
に
民

法
親
族
編
男
女
平
等
班
を
作
り
、
三
段
階
の
法
改
正
の
計
画
を
提
起
さ
せ
た

(

�)

。
一
九
九
六
年
の
第
一
段
階
の
親
族
編
の
改
正
作
業
は
、

前
掲
釈
字
第
三
六
五
号
解
釈
の
対
応
に
対
し
て
、
改
正
の
重
点
は
男
女
平
等
原
則
と
未
成
年
子
・
非
嫡
出
子
の
保
護
を
主
旨
と
し
、
改

正
の
内
容
は
父
母
の
親
権
行
使
を
中
心
と
し
た

(

�)

。
こ
れ
は
ま
た
身
分
法
の
領
域
の
中
で
、
初
め
て
台
湾
の
女
性
運
動
が
推
進
し
て
完
成

さ
せ
た
立
法
の
改
革
で
あ
る

(

�)

。
一
九
九
八
年
に
は
女
子
の
待
婚
期
間
の
婚
姻
禁
止
、
夫
婦
の
冠
姓
、
夫
婦
住
所
等
の
規
定
に
つ
き
改
正

し
た

(

�)

。
二
〇
〇
二
年
六
月
に
は
再
び
夫
婦
財
産
制
に
対
し
て
一
九
八
五
年
よ
り
さ
ら
に
大
き
な
改
正
を
行
な
い
、
妻
の
財
産
は
も
は
や

当
然
に
は
夫
の
所
有
に
帰
さ
ず
、
夫
婦
の
財
産
は
各
々
が
所
有
、
管
理
、
使
用
、
収
益
、
処
分
し
、
離
婚
或
い
は
死
亡
の
時
に
は
剰
余

財
産
の
分
配
請
求
権
を
持
ち
、
婚
姻
関
係
存
続
中
は
自
由
に
金
を
処
分
で
き
る
と
し
た

(

�)

。

民
法
相
続
編
の
こ
こ
数
年
の
改
正
は
、
常
に
台
湾
社
会
の
世
論
へ
の
対
応
に
基
づ
き
、
し
た
が
っ
て
台
湾
民
法
の
独
自
性
を
現
わ
し

て
い
る
。
台
湾
の
民
法
相
続
編
が
一
九
三
〇
年
に
中
国
で
制
定
さ
れ
た
時
、
伝
統
的
な

｢

父
の
債
務
は
子
が
還
す｣

に
対
し
て
は
相
対

的
に
肯
定
的
な
態
度
が
採
ら
れ
、
も
し
相
続
人
が
一
定
期
間
内
に
放
棄
或
い
は
限
定
承
認
を
し
な
い
な
ら
、
被
相
続
人
の
債
務
を
引
き

継
が
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
四
五
年
か
ら
台
湾
で
施
行
さ
れ
た
後
、
ま
た
台
湾
の
漢
民
族
の
伝
統
に
合
致
し
て
い

た
た
め
維
持
さ
れ
た
。
そ
の
ま
ま
二
一
世
紀
と
な
り
民
進
党
政
権
の
時
期
に
到
る
と
、
多
く
の
弱
者
家
庭
或
い
は
未
成
年
者
が
巨
額
の

債
務
等
を
相
続
し
た
事
件
が
し
ば
し
ば
生
じ
、
経
済
の
不
景
気
と
メ
デ
ィ
ア
の
煽
動
に
伴
い
、
相
続
法
中
の｢

父
の
債
務
は
子
が
還
す｣

の
規
定
は
徐
々
に
社
会
が
注
目
す
る
焦
点
と
な
っ
た
。
そ
し
て

｢

出
生
イ
コ
ー
ル
負
債｣

と
い
う
事
例
が
現
わ
れ
た
後
最
高
潮
に
達
し

た
。
選
挙
の
票
を
勝
ち
取
ろ
う
と
す
る
立
法
委
員
は
次
々
に
提
案
し
、
こ
の
よ
う
な
債
務
を
免
れ
る
た
め
に
相
続
編
を
改
正
す
る
こ
と

を
求
め
、
総
統
選
の
政
治
上
の
主
張
に
さ
え
な
っ
た
。
よ
っ
て
二
〇
〇
八
年
一
月
二
日
の
改
正
公
布
で
は
、
保
証
債
務
と
行
為
無
能
力
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者
或
い
は
制
限
行
為
能
力
者
に
対
し
て
、
改
め
て
法
定
限
定
相
続
制
度
を
採
用
し
た

(

�)

。
二
〇
〇
八
年
五
月
七
日
に
相
続
編
施
行
法
の
第

一
条
の
二
を
増
加
・
公
布
し
、
上
述
の
条
文
を
遡
及
適
用
し
た
。
二
〇
〇
八
年
に
国
民
党
が
再
び
政
権
を
執
っ
た
後
、
国
民
党
が
多
数

派
で
あ
る
立
法
院
が
一
般
相
続
人
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
法
務
部
に
全
面
的
に
限
定
相
続
を
採
用
す
る
法
案
を
直
ち
に
提
出
す

べ
き
だ
と
要
求
し
、
つ
い
に
二
〇
〇
九
年
六
月
一
〇
日
に
民
法
第
一
一
四
八
条
第
二
項
が
改
正
・
公
布
さ
れ
た
。
即
ち

｢

相
続
人
は
被

相
続
人
の
債
務
に
対
し
、
相
続
し
て
得
た
遺
産
を
限
度
と
し
て
、
返
済
責
任
を
負
う
。｣

こ
れ
は
相
続
人
に
一
括
相
続
さ
せ
た
後
、
法

定
の
有
限
責
任
を
負
わ
せ
る
も
の
だ
が
、
し
か
し
な
お
相
続
の
放
棄
は
な
し
う
る

(

�)

。
注
目
に
値
す
る
の
は
上
掲
の
相
続
法
の
改
正
は
、

政
界
か
ら
の
も
の
で
、
法
学
界
か
ら
の
主
張
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

七
、
結
論

台
湾
は
一
八
九
五
年
よ
り
今
日
ま
で
、
日
本
の
植
民
地
と
し
て
の
五
十
年
、
戦
後
初
期
の
中
国
の
一
省
、
そ
の
後
六
五
年
は
事
実
上

の
国
家
と
し
て
、
但
し
法
制
上
は
常
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
の
継
受
を
主
と
し
、
最
終
的
に
は
現
在
の
台
湾
民
法
を
作
っ
た
。

台
湾
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
の
継
受
の
第
一
段
階
は
、
一
八
九
五
年
の
日
本
が
台
湾
を
領
有
し
た
時
か
ら
日
本
統
治
中
期
の
一
九

二
二
年
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
時
の
台
湾
の
民
事
事
項
は
多
く
の
状
況
下
で
皆

｢

旧
慣
に
よ
る｣

べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
全
体
的
な
日

本
の
国
家
法
秩
序
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
を
採
用
し
て
い
た
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
の
法
律
用
語
と
基
本
概
念
を
用
い
て
、

台
湾
人
社
会
の
中
の
如
何
な
る
普
遍
的
適
用
性
を
具
え
た
規
則
も
解
釈
或
い
は
翻
訳
し
て
、
慣
習
法
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
且

つ
時
に
は
民
事
特
別
立
法
で
台
湾
人
の
慣
習
法
を
改
造
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
の
民
事
制
度
を
導
入
し
た
。
こ
の
段
階
を
過
渡
期

と
し
て
、
一
九
二
三
年
よ
り
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
式
民
法
中
の
財
産
法
の
部
分
は
全
面
的
に
台
湾
に
施
行
さ
れ
、
且
つ
学
説
と
社

会
実
践
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
進
展
を
み
た
。
戦
前
の
日
本
の
身
分
法
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
の
要
素
を
も
つ
も
の
も
、
ま
た
常
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に
台
湾
人
の
慣
習
法
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

一
九
四
五
年
一
〇
年
二
五
日
か
ら
民
国
時
代
の
中
国
民
法
近
代
化
の
成
果
で
あ
る
中
華
民
国
民
法
典
が
、
台
湾
で
施
行
さ
れ
た
。
こ

の
法
典
と
そ
の
前
の
日
本
の
民
商
法
典
の
相
似
性
か
ら
、
台
湾
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
を
継
受
さ
せ
る
と
い
う
大
き
な
方
向
は
影
響

を
受
け
な
か
っ
た
。
中
国
か
ら
来
た
台
湾
の
第
一
世
代
の
法
学
者
は
日
本
の
民
法
学
説
を
学
ん
で
い
る
の
で
、
日
本
民
法
と
そ
の
影
響

力
は
戦
後
の
台
湾
に
そ
の
ま
ま
残
っ
た
。
日
本
統
治
時
期
よ
り
続
く
民
事
法
の
運
用
の
基
礎
的
土
台
と
一
般
人
民
の
使
用
経
験
は
、
民

事
特
別
法
上
は
確
か
に
多
く
の
ア
メ
リ
カ
法
的
色
彩
を
増
し
て
い
た
と
は
い
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
を
常
に
一
般
人
の
社
会
生
活

に
浸
透
さ
せ
た
。
第
二
世
代
の
法
学
者
以
降
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
の
学
者
は
、
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法

の
制
度
と
学
説
を
台
湾
に
持
ち
帰
り
、
こ
れ
を
台
湾
民
法
運
用
と
学
説
発
展
の
中
心
と
し
た
。
日
本
留
学
の
学
者
或
い
は
日
本
語
に
習

熟
し
た
法
律
実
務
家
は
、
戦
後
の
台
湾
が
継
続
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
を
継
受
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
よ
り
後

日
本
の
台
湾
法
学
界
へ
の
影
響
力
は
些
か
衰
え
た
と
は
い
え
、
な
お
日
本
の
英
米
法
系
の
民
事
制
度
を
取
り
入
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸

法
系
の
運
用
経
験
を
十
分
に
台
湾
に
広
め
た
。

台
湾
を
語
る
中
で
最
も
精
彩
を
放
つ
部
分
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
民
主
化
に
伴
い
、
台
湾
の
法
学
界
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
を
全

面
的
に
消
化
し
た
と
い
う
基
礎
の
上
で
、
法
院
・
大
法
官
・
社
会
運
動
団
体
・
立
法
機
関
等
を
通
じ
て
、
台
湾
社
会
の
要
求
に
応
じ
て

自
身
の
民
法
体
制
を
形
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
民
法
が
そ
の
他
の
国
家
の
民
法
に
比
し
相
対
的
な
独
自
性
を
示
す
こ
と
は
、
台
湾

は
一
つ
の
自
主
的
に
成
熟
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
の
国
家
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
も
示
す
の
で
あ
る
。
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注
(

１)

参
照
、
王
泰
升

『

台
灣
法
律
史
概
論』

(

台
北
、
元
照
、
四
版
、
二
〇
一
二
年)

一
〇
一
―
一
〇
二
・
一
〇
五
―
一
〇
六
頁
。

(
２)
参
照
、
王
泰
升

『

台
灣
日
治
時
期
的
法
律
改
革』

(

台
北
、
聯
經
、
改
訂
版
、
二
〇
一
四
年)

六
―
七
頁
。

(

３)
参
照
、
前
掲
注

(

１)

王
著
、
一
〇
九
―
一
一
九
頁
。
台
湾
の
実
定
法
上
、
国
家
・
領
土
は
台
湾
と
大
陸
を
含
む
た
め
台
湾
は
一
つ
の
国
家

と
さ
れ
ず
、
国
際
社
会
で
は
台
湾
は
通
常
国
家
同
様
の
政
治
共
同
体
と
見
做
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
の
と
こ
ろ
国
連
の
よ
う
な
国
際
組
織

は
台
湾
を
国
家
と
認
め
て
い
な
い
。

(

４)
｢

中
華
民
国
法
の
台
湾
化｣

の
概
念
が
強
調
す
る
の
は
、
中
華
民
国
の
法
秩
序
は
一
九
五
〇
年
の
後
の
台
湾
の
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化

の
発
展
に
順
応
し
て
お
り
、
一
九
四
九
年
段
階
の
民
国
時
代
の
中
国
法
の
内
容
と
明
ら
か
に
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
参
照
、
王
泰
升

『

臺
灣
法

律
現
代
化
歴
程：

從

｢
内
地
延
長｣

到

｢

自
主
繼
受｣』

(

台
北
、
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
・
台
大
出
版
中
心
、
二
〇
一
五
年)

一
二
一
―

一
二
三
頁
。

(

５)

上
掲
の
注
の
引
用
文
献
が
示
す
よ
う
に
、
筆
者
は
台
湾
全
体
の
法
の
近
代
化
の
過
程
は
、｢

内
地
延
長｣

か
ら

｢

自
主
継
受｣

に
到
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

(

６)

参
照E

dw
ard
I-te
C
hen,"T

he
A
ttem
pt
to
Integrate

the
E
m
pire:L

egal
P
erspectives,"in

R
am
on
H
.M
yers
and
M
ark

R
.P
eattie

ed.,T
he
Japanese

C
olonial

E
npire,1895-1945

(P
rinceton,N

.J.:P
rinceton

U
niversity

P
ress,1984),pp.240-

246.

(

７)

参
照
、
谷
野
格

『

臺
灣
新
民
事
法』

(

台
北
、
臺
灣
時
報
發
行
所
、
一
九
二
三
年)

一
一
―
一
九
頁
。

(

８)

参
照
、
王
泰
升

｢

台
灣
法
律
史
上
的
原
住
民
族：

作
為
特
殊
的
人
群
・
地
域
與
法
文
化｣

(『

臺
大
法
學
論
叢』

四
四
巻
四
期
、
二
〇
一
五
年

一
二
月)

一
六
六
八
頁
。

(

９)

参
照
、
山
中
永
之
佑
等
著
・
堯
嘉
寧
等
訳

『

新
日
本
近
代
法
論』

(
台
北
、
五
南
、
二
〇
〇
八
年)

三
七
八
―
三
八
〇
・
三
八
六
頁
。

(

�)

か
な
り
詳
細
に
論
ず
る
も
の
と
し
て
、
参
照
、
王
泰
升

｢

論
台
灣
社
會
上
習
慣
的
國
家
法
化｣

(『

臺
大
法
學
論
叢』

四
四
巻
一
期
、
二
〇
一

五
年
三
月)

一
七
―
一
八
頁
。

(

�)

参
照
、
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
編

『

臨
時
臺
灣
舊
慣
調
査
會
第
一
部
調
査
第
三
回
報
告
書

臺
灣
私
法』

第
一
巻
上

(

台
北
、
臨
時
台
湾
旧
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慣
調
査
会
、
一
九
一
〇
年)

序
言
、
二
―
五
・
八
頁
。

(
�)

例
え
ば
台
湾
人
は
も
と
も
と
一
定
の
費
用
を
払
っ
て
か
わ
り
に
他
人
の
土
地
を
使
用
で
き
る
旧
慣
上
の

｢

�｣

の
関
係
を
持
っ
て
い
る
。

『
臺
灣
私
法』

は
こ
れ
に
対
し
て
、
借
用
目
的
の
違
い
に
よ
っ
て
、｢

�
佃｣

、｢

�
地
基｣

、｢

�
地｣

に
区
分
し
て
い
る
が
、
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
式
民
法
典
上
の

｢

永
小
作
権｣

、｢

地
上
権｣

、｢

賃
貸
借｣

の
権
利
類
型
に
意
識
的
に
配
置
或
い
は
対
応
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

(

�)

条
文
内
容
に
つ
い
て
は
、
条
約
局
法
規
課

『

律
令
総
覧

(｢

外
地
法
制
誌｣

第
三
部
の
二)』

(

東
京
、
条
約
局
法
規
課
、
一
九
六
〇
年)

一

〇
五
―
一
〇
六
頁
。

(

�)

条
文
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注

(

�)

書
、
一
六
三
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(
１)

王
著
、
三
三
五
―
三
三
九
頁
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
旧
慣
立
法
の
詳
細
を
論
ず
る
も
の
に
つ
い
て
、
参
照
、
王
泰
升

『

具
有
�
史
思
維
的
法
學：

結
合
台
灣
法
律
社
會
史
與
法
律
論

證』
(

台
北
、
作
者
出
版
、
元
照
販
売
、
二
〇
一
〇
年)

一
七
六
―
一
九
九
頁
。

(

�)

詳
し
く
は
、
参
照
、
前
掲
注

(
２)

王
著
、
一
一
〇
―
一
一
二
・
一
一
五
―
一
一
六
・
三
二
五
―
三
二
六
頁
、
ま
た
条
約
局
法
規
課

『

日
本

統
治
下
五
十
年
の
台
湾

(｢

外
地
法
制
誌｣

第
三
部
の
三)』

(

東
京
、
条
約
局
法
規
課
、
一
九
六
四
年)

八
〇
―
八
三
頁
。
関
連
条
文
は
、
条

約
局
法
規
課

『

台
湾
の
委
任
立
法
制
度

(｢
外
地
法
制
誌｣

第
三
部
の
一)』

(

東
京
、
条
約
局
法
規
課
、
一
九
五
九
年)

附
録
、
二
九
―
三
〇

頁
。

(

	)

参
照
、
曾
文
亮

｢

全
新
的

『

舊
慣』

：

總
督
府
法
院
對
臺
灣
人
家
族
習
慣
的
改
造

(

一
八
九
八
―
一
九
四
三)｣

(『

臺
灣
史
研
究』

一
七
巻

一
期
、
二
〇
一
〇
年
三
月)

一
三
七
―
一
五
〇
・
一
五
四
・
一
五
八
頁
。
ま
た
前
掲
注

(

２)

王
著
、
三
七
一
頁
。

(


)

参
照
、
沈
�
萍

『

多
元
�
嵌
的
臺
灣
日
治
時
期
家
族
法：
從
日
治
法
院
判
決
探
討
國
家
法
律
對
臺
灣
人
之
家
及
女
性
法
律
地
位
之
改
造』

(

台
北
、
元
照
、
二
〇
一
五
年)

一
七
二
―
一
七
三
頁
。

(

)

参
照
、
前
掲
注

(

	)

曾
論
文
、
一
三
三
―
一
三
四
・
一
四
七
―
一
四
八
・
一
五
六
―
一
五
七
・
一
六
五
頁
。
ま
た
前
掲
注

(

２)

王
著
、

三
七
〇
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

２)

王
著
、
一
七
〇
―
一
七
二
頁
。

(

�)

参
照
、
王
泰
升

｢

殖
民
現
代
性
法
學：

日
本
殖
民
統
治
下
台
灣
現
代
法
學
知
識
的
發
展

(

一
八
九
五
―
一
九
四
五)｣

(『

政
大
法
學
評
論』
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第
一
三
〇
期
、
二
〇
一
二
年
二
月)

二
三
二
―
二
三
四
頁
。

(
�)

参
照
、
司
法
院
司
法
行
政
庁

『

台
灣
法
界
耆
宿
口
述
�
史

第
一
輯』

(

台
北
、
司
法
院
司
法
行
政
庁
、
二
〇
〇
四
年)

一
一
六
頁
。

(
�)
参
照
、
前
掲
注

(

�)

王
論
文
、
二
二
二
―
二
三
〇
・
二
三
四
―
二
三
六
頁
。

(

�)
詳
し
く
は
、
参
照
、
前
掲
注

(

２)

王
著
、
三
三
九
―
三
四
二
頁
。

(

�)

参
照
、
王
泰
升

｢

台
灣
民
事
財
産
法
文
化
的
變
遷
―
以
不
動
�
買
賣
為
例｣

(

同
氏

『

台
灣
法
的
世
紀
變
革』

所
収
、
台
北
、
元
照
、
二
〇

〇
五
年)
三
五
八
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(
１)

王
著
、
一
一
二
―
一
一
三
頁
。

(

	)

参
照
、
国
史
館
中
華
民
国
史
法
律
志
編
纂
委
員
会
編『

中
華
民
國
史
法
律
志(

初
稿)』

(

台
北
県
新
店
、
国
史
館
、
一
九
九
四
年)

三
三
三
―

三
三
四
頁
。

(


)

詳
し
く
は
、
参
照
、
前
掲
注

(
	)

書
、
三
三
五
―
三
四
〇
頁
。

(

�)

詳
し
く
は
、
参
照
、
王
泰
升

｢
四
個
世
代
形
塑
而
成
的
戰
後
台
灣
法
學｣

(『

臺
大
法
學
論
叢』

四
〇
巻
特
刊
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月)

一
三

七
四
―
一
三
八
八
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

１)

王
著
、
二
九
二
―
二
九
四
・
二
九
七
頁
。

(

)

参
照
、
陳
維
曾

『

法
律
與
經
濟
奇
蹟
的
締
造
―
戰
後
台
灣
經
濟
發
展
與
經
貿
法
律
體
系
互
動
之
考
察』

(

台
北
、
元
照
、
二
〇
〇
〇
年)

一

一
〇
―
一
一
八
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

１)

王
著
、
二
八
八
―
二
八
九
頁
。

(

�)

台
湾
各
世
代
の
法
学
者
の
形
成
と
そ
の
学
術
特
色
の
全
体
的
描
写
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
前
掲
注

(

�)

王
論
文
、
一
三
九
六
―
一
四
一
一

頁
。

(

�)

参
照
、
王
泰
升

｢

台
大
法
學
教
育
與
台
灣
社
會

(

一
九
二
八
―
二
〇
〇
〇)｣

(

同
氏

『

台
灣
法
的
世
紀
變
革』

所
収
、
台
北
、
元
照
、
二
〇

〇
四
年)

一
八
一
―
二
〇
二
頁
、｢

表
三
―
二：

臺
大
法
律
系
教
師
背
景
一
覧
表｣

。
(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)

王
論
文
、
一
四
九
・
一
六
七
・
一
七
三
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)

王
論
文
、
二
一
〇
頁
、

論 説
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(

�)

台
大
法
律
系
を
例
に
挙
げ
る
と
、
戦
後
初
期
に
系
を
設
け
て
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
始
め
ま
で
は
、
教
師
の
中
で
国
外
留
学
の
経
験
者
は
、

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
へ
赴
い
た
者
と
日
本
に
赴
い
た
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
四
人
、
フ
ラ
ン
ス
に
赴
い
た
者
と
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
赴
い
た

者
は
そ
れ
ぞ
れ
三
人
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
中
期
か
ら
一
九
八
〇
年
代
前
期
ま
で
は
、
ド
イ
ツ
に
留
学
す
る
の
が
最
も
多
く
、
ド
イ
ツ
に
赴

い
た
者
一
一
人
、
日
本
九
人
、
ア
メ
リ
カ
六
人
、
フ
ラ
ン
ス
四
人
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
後
期
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
は
、
依
然
と
し
て
ド

イ
ツ
留
学
が
最
も
多
く
一
一
人
、
そ
の
次
が
ア
メ
リ
カ
留
学

(

及
び
イ
ギ
リ
ス)

で
九
人
、
日
本
四
人
、
フ
ラ
ン
ス
と
ス
イ
ス
二
人
で
あ
る
。

前
掲
注

(
�)
王
論
文
、
二
〇
九
―
二
一
〇
頁
。

(

�)

参
照
、
陳
忠
五

｢

戰
後
台
灣
財
�
法
學
説
變
遷｣

(

台
湾
法
学
会
台
湾
法
学
史
編
輯
委
員
会
編

『

戰
後
台
灣
法
學
史』

台
北
、
元
照
、
二
〇

一
二
年
、
上
冊)
二
二
二
―
二
二
三
・
二
三
五
―
二
三
七
頁
。

(

�)

参
照
、
王
澤
鑑

『

法
律
思
錐
與
民
法
實
踐』
(

台
北
、
王
慕
華
、
一
九
九
九
年)

六
〇
―
六
四
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)

王
著
、
二
七
六
頁
。

(

�)

参
照
、
陳
自
強

『

臺
灣
民
法
與
日
本
債
權
法
之
現
代
化』

(

台
北
、
元
照
、
二
〇
一
一
年)

三
四
三
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

	)

王
論
文
、
一
三
九
八
―
一
三
九
九
頁
。

(


)

台
湾
の
一
九
九
五
年
に
制
定
し
た
信
託
法
は
、
主
と
し
て
日
本
と
韓
国
の
信
託
法
を
本
に
、
英
米
の
信
託
法
の
原
則
を
参
酌
し
た
。
そ
の
理

由
は
台
湾
法
と
日
本
法
は
同
じ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
に
属
し
、
法
律
概
念
上
親
近
性
を
有
し
、
か
な
り
模
倣
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
参

照
、
前
掲
注

(

�)

陳
著
、
一
八
〇
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

１)

王
著
、
一
一
六
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

)

著
、
三
八
一
頁
。
こ
の
部
分
は
蘇
永
欽
執
筆
。

(

�)

金
門
、
馬
祖
は
現
在
で
は
同
じ
く
中
華
民
国
民
法
を
施
行
し
て
い
る
が
、
日
本
統
治
の
五
〇
年
を
経
て
い
な
い
の
で
、
民
事
法
律
生
活
上
は

台
灣
、
澎
湖
と
は
若
干
異
な
る
。
例
え
ば
整
っ
た
土
地
登
記
は
か
な
り
欠
け
て
お
り
、
な
お
多
く
の
典
権
が
存
在
す
る
等
で
あ
る
。
こ
の
問
題

は
将
来
の
詳
し
い
検
討
が
待
た
れ
る
。

(

�)

参
照
、
�
森
林

｢

民
法
債
編
及
民
法
債
編
施
行
法
修
正
内
容
概
述｣

(『

台
灣
本
土
法
學
雜
誌』

二
期
、
一
九
九
九
年
六
月)

一
八
〇
―
一
八

五
頁
。
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(

�)

孫
森
�『

新
版
民
法
債
編
總
論』

(

台
北
、
自
刊
、
一
九
九
九
年)

上
冊
・
序
、
二
頁
。

(
�)

参
照
、
陳
榮
隆

｢

互
動
而
成
之
新
物
權
通
則
及
所
有
權｣

(『

月
旦
法
學
雜
誌』

一
六
八
期
、
二
〇
〇
九
年
五
月)

六
頁
。

(
�)
参
照
、
謝
在
全

｢

物
盡
其
用
與
永
績
利
用：

民
法
用
益
物
權
之
修
正｣
(『

台
灣
法
學
雜
誌』

一
四
六
期
、
二
〇
一
〇
年
二
月)

二
頁
。

(

�)
前
掲
注

(

�)

陳
論
文
、
九
―
一
五
・
二
三
―
二
八
頁
。

(

�)

参
照
、
王
泰
升｢

近
代
西
方
法
對
台
灣
華
人
的
影
響｣

(

同
氏『

台
灣
法
的
斷
裂
與
連
續』

所
収
、
台
北
、
元
照
、
二
〇
〇
二
年)

一
三
五
―

一
三
六
頁
。

(

�)

最
高
法
院
六
六
年
台
上
字
第
一
〇
九
七
号
判
例：

｢

所
謂
最
高
限
度
額
の
抵
当
契
約
と
は
、
所
有
者
が
抵
当
物
を
提
供
し
て
、
債
権
者
と
一

定
の
金
額
の
限
度
内
で
、
現
在
既
に
生
じ
及
び
将
来
お
そ
ら
く
生
ず
る
債
権
を
担
保
す
る
抵
当
権
を
設
定
す
る
契
約
を
指
し
て
言
う
。｣

(

�)

民
法
第
七
五
七
条
は
改
正
し
て
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。｢

物
権
は
法
律
或
い
は
慣
習
に
基
づ
く
外
、
創
設
す
る
を
得
ず
。｣

参
照
、
謝
在
全

｢

物
權
法
新
紀
元：

物
權
編
通
則
及
所
有
權
之
修
正｣

(『

台
灣
法
學
雜
誌』

一
二
二
期
、
二
〇
〇
九
年
二
月)

二
頁
。
陳
榮
隆

｢

擔
保
物
權
之

新
世
紀
與
未
來
之
展
望｣

(『

台
灣
法
學
雜
誌』

九
三
期
、
二
〇
〇
七
年
四
月)

三
六
頁
。

(

	)

詳
し
く
は
、
参
照
、
前
掲
注

(


)
王
論
文
、
五
〇
―
五
一
頁
。
司
法
院
大
法
官
の
二
〇
一
五
年
三
月
二
〇
日
公
布
の
釈
字
第
七
二
八
号
解

釈
は
、
祭
祀
公
業
條
例
の
派
下
権
に
関
す
る
規
定
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
性
別
平
等
の
主
旨
に
違
反
し
な
い
と
認
め
た
。
こ
れ
は
学
者
の
批
判

を
引
き
起
こ
し
た
。
参
照
、
許
玉
秀
等｢

私
法
自
治
Ｖ
Ｓ.

性
別
平
等
―
從
釋
字
七
二
八
號
論
祭
祀
公
業
條
例
之
合
憲
性｣

(『

台
灣
法
學
雜
誌』

二
七
〇
期
、
二
〇
一
五
年
四
月)

四
七
―
八
四
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)

謝
論
文
、
一
八
・
二
二
頁
。

(

�)

そ
の
要
点
を
挙
げ
る
と
、
例
え
ば
妻
は
夫
の
姓
を
冠
す
る
、
妻
は
夫
の
住
居
に
従
う
、
子
女
は
父
の
姓
に
従
う
、
子
女
は
父
の
住
居
に
従
う
、

離
婚
し
た
子
女
の
監
護
権
は
夫
に
帰
す
、
父
母
の
子
女
に
対
す
る
親
権
の
行
使
は
父
を
優
先
す
る
、
妻
の
婚
姻
後
の
所
有
財
産
は
い
ず
れ
も
夫

の
所
有
に
帰
す
、
妻
の
持
参
財
産
は
夫
が
管
理
す
る
等
で
あ
る
。
参
照
、
尤
美
女

｢

民
法
親
屬
編
夫
妻
財
産
制

其
施
行
法
修
正
内
容
概
述｣

(『

台
灣
本
土
法
學
雜
誌』

三
八
期
、
二
〇
〇
二
年
九
月)

一
八
一
頁
。

(

�)

参
照
、
陳
昭
如

｢

權
利
・
法
律
改
革
與
本
土
婦
運
―
以
臺
灣
離
婚
權
的
發
展
為
例｣

(『

政
大
法
學
評
論』

六
二
期
、
一
九
九
九
年
一
二
月)

五
二
―
五
三
頁
。

論 説
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(

�)

参
照
、
尤
美
女

｢

從
婦
女
團
體
的
民
法
親
屬
編
修
法
運
動
談
女
性
主
義
法
學
的
本
土
實
踐｣

(『

律
師
雜
誌』

三
一
三
期
、
二
〇
〇
五
年
一
〇

月)

七
六
頁
。

(
�)
参
照
、
尤
美
女

｢

台
灣
婦
女
運
動
與
民
法
親
屬
編
之
修
正｣

(『

萬
國
法
律』

九
〇
期
、
一
九
九
六
年
一
二
月)

五
―
八
頁
。

(

�)
参
照
、
前
掲
注

(

�)

尤
論
文
、
七
八
頁
。

(

�)

参
照
、
戴
東
雄

｢

民
法
親
屬
編
七
十
年
之
回
顧
與
前
瞻
―
從
男
女
平
等
之
原
則
談
起｣

(

謝
在
全
等
著

『

民
法
七
十
年
之
回
顧
與
展
望
記
念

論
文
集

(
三)
物
權

親
屬
編』

所
収
、
台
北
、
元
照
、
二
〇
〇
〇
年)

二
一
九
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)

戴
論
文
、
二
二
〇
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(
�)

尤
論
文
、
七
八
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)
戴
論
文
、
二
二
六
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)

尤
論
文
、
七
九
頁
。

(

	)

ま
た
民
法
第
一
一
四
八
条
第
二
項
を
加
え
た
。｢

相
続
人
は
相
続
開
始
後
に
生
じ
た
履
行
責
任
を
代
わ
り
に
負
う
保
証
契
約
債
務
に
対
し
て

は
、
相
続
に
よ
っ
て
得
た
遺
産
を
限
度
と
し
て
、
償
還
責
任
を
負
う
。｣

及
び
第
一
一
五
三
条
第
二
項

｢

相
続
人
が
行
為
無
能
力
者
或
い
は
制

限
行
為
能
力
者
で
あ
る
場
合
被
相
続
人
の
債
務
に
対
し
て
、
得
た
遺
産
を
限
度
と
し
て
、
償
還
責
任
を
負
う
。｣

(


)

参
照
、
王
泰
升

｢

法
律
史：

臺
灣
法
律
發
展
的

｢

輪
替｣

・
轉
機
與
在
地
化

(

二
〇
〇
七
―
二
〇
〇
九)｣

(『

臺
大
法
學
論
叢』

三
九
巻
二

期
、
二
〇
一
〇
年
六
月)

一
九
三
―
一
九
四
頁
。

補
記本

論
文
は
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
九
日
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
た｢T

he
R
eception

of
E
uropean

C
ivilL
aw
and
Independent

D
evelopm

ent

in
the
E
ast
A
sia
L
egal

System
｣

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(

韓
国
民
法
学
会
・
梨
花
女
子
大
学
法
学
院
主
催)

に
お
い
て
行
な
っ
た
報
告
、｢

台
湾

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
民
法
の
継
受
と
そ
の
独
自
性｣

に
基
づ
い
て
い
る
。
当
時
の
報
告
原
稿
は
二
〇
一
六
年
に
梨
花
女
子
大
学
法
学
研
究
所
に
よ
り
韓

国
語
に
訳
さ
れ
て
発
表
さ
れ
た
が
、
今
回
日
本
向
け
に
修
正
し
た
も
の
を
こ
こ
に
掲
げ
、
名
城
大
学
法
学
部
の
谷
口
昭
教
授
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

台湾のヨーロッパ大陸民法の継受について

(名城 '17) 67－2－267

七
四


